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    ◎開議の宣告   

○議長（山川直保君）  おはようございます。議員各位には、出務御苦労さまでございます。 

 ただいまの出席議員は17名であります。定足数に達しておりますので、これより会議を開きます。 

 本日の欠席議員は、13番 田代はつ江君であります。 

 本日の議事日程はお手元に配付してありますので、お願いいたします。 

 なお、本日からの一般質問につきましては、新型コロナウイルス感染症対策として、９月の定例

会にならい、議場内の人数を減らすため、約半数の議員においては、別室で一般質問を視聴するこ

とといたし、答弁する執行部におきましても、答弁に関係のある部長のみの出席といたしましたの

で、御理解をお願いいたします。 

（午前 ９時３０分）  

──────────────────────────────────────────── 

    ◎会議録署名議員の指名   

○議長（山川直保君）  日程１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議規則第88条の規定により、会議録署名議員には、16番 渡辺友三君、17番 清水敏夫君を指

名いたします。 

──────────────────────────────────────────── 

    ◎一般質問   

○議長（山川直保君）  日程２、一般質問を行います。 

 質問につきましては、通告に従いましてお願いをいたします。 

 なお、質問の順序はあらかじめ抽せんで決定しております。質問時間につきましては、答弁を含

め40分以内でお願いをいたします。また、答弁につきましては、要領よくお答えされますようお願

いいたします。 

──────────────────────────────────────────── 

◇ 田 代 まさよ 君   

○議長（山川直保君）  それでは、３番 田代まさよ君の質問を許可します。 

 ３番 田代まさよ君。 

○３番（田代まさよ君）  おはようございます。３番 田代まさよでございます。議長より発言のお

許しをいただきましたので失礼いたします。私の粗相でマスクが外すに外せません。お聞き苦しい

かと思いますが、今回はマスク着用でお許しをお願い申し上げます。 

 11月に郡上市で新型コロナウイルス感染者が報告されました。心よりお見舞いを申し上げます。

既に退院されたということですが、大事に至らず本当にありがたく感謝を申し上げます。 

 これからの季節も、コロナウイルス感染対策にはより一層気を引き締めなくてはなりません。郡
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上市においては、コロナハラスメントなど決してしない、させないことと広報無線や広報誌で啓発

をされておりますこと、本当にありがとうございます。 

 私たち郡上市議会においても、コロナハラスメントゼロで温かい郡上市を目指し、皆さんと共に

頑張ってまいる所存でございます。 

 それでは、通告に従いまして質問をさせていただきます。 

 １つ目に、マイナンバーカードについてお尋ねいたします。 

 平成27年10月以降に通知カードから始まりましたマイナンバー制度においてのカードでございま

す。 

 マイナンバー制度とは、行政を効率化し国民の利便性を高め、公平・公正な社会を実現する社会

の基盤となるもの、住民票を有する全ての方に１人１つの番号をお知らせして、行政の効率化、国

民の利便性を高める制度となっております。 

 行政の効率化としまして、行政機関や地方公共団体などでさまざまな情報照会、転記、入力など

に要している時間や労力が大幅に削減され、複数の業務の間での連携が進み、作業の重複など無駄

が削減されるとあります。 

 公平・公正な社会の実現としまして、所得や他の行政サービスの需給状態を把握しやすくなるた

め、負担を不正に免れることや需給を不正に受け取ることを防止するとともに、本当に困った方に

きめ細やかな支援を行うことができるとあります。 

 国民の利便性の向上としまして添付書類の削減など、行政手続きが簡素化され、国民の負担が軽

減されます。行政機関が持っている自分の情報を確認したり、行政機関からのさまざまなサービス

のお知らせなどが受け取れるとあります。などなど多くのことを言われており、国の方針としても

多くの皆様にマイナンバーカードを作っていただきたいのではないでしょうか。 

 しかし、市では人口の何パーセントの方がカードを作ってお見えになるのか、また、県全体や全

国で見てもどのくらいのパーセントの人が作っておみえになるのか、お聞きします。 

 郡上市だけでなく、多くの自治体で発行数が少ないとお聞きしますが、なぜ皆さんがマイナン

バーカードを作ろうとされないのでしょうか。メリットがないだけでなく、カードを作るとマイナ

ンバーを他人に見られたら怖いとお聞きします。マイナンバーで預金金額や医療などのあらゆる情

報を国から監視され、見透かされているようで作りたくないと言われる方もあります。カードを盗

まれたら個人情報が漏れないか心配、または作る必要があるのかわからない、必要がなければ作ら

ないと、さまざまな不安や心配の声をお聞きしますが、市ではマイナンバーカードを推奨されてい

るのでしょうか。また、この先どのような活用方法があるのでしょうか。担当部長にお尋ねいたし

ます。 

○議長（山川直保君）  田代まさよ君の質問に答弁を求めます。 
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 総務部長 古田年久君。 

○総務部長（古田年久君）  それではお答えさせていただきます。 

 平成27年10月５日から始まった国のマイナンバー制度は、議員おっしゃったように住民票を有す

る全ての方に1人１つの番号を付して行政の効率化を図るとともに、国民の利便性を高め、公平か

つ公正な社会を実現するための社会基盤であり、社会保障や税、災害対策の分野で効率的に情報を

管理し、複数の機関が保有する個人情報が同一の情報であることを確認するために活用されるもの

でございます。 

 菅総理が議長を務めますデジタルガバメント閣僚会議では、2023年３月末、令和４年度中であり

ますが、ほとんどの住民がカードを保有するという目標を公表されたように、国も積極的に普及を

行っているところでございます。 

 こうした中、郡上市のマイナンバーカードにつきましては、11月15日現在で申請枚数が8,002枚、

申請率としましては19.3％です。また、交付枚数につきましては6,364枚で、交付率としては

15.4％というふうになってございます。 

 月別の交付状況につきましては、月ごとに徐々に増えてまいりまして、令和２年8月には交付枚

数400枚、月当たり400枚を超えまして交付率は上昇しているような状況でございます。 

 全国における平均申請率につきましては28.5％、そして、平均の交付率としては22.4％というふ

うになってございます。岐阜県における平均の申請率として23.5％、そして、平均の交付率としま

しては18.4％という数字になっております。近隣のほうの市のほうを見てみますと、関市でござい

ますが、こちらが19.6％、そして、美濃市が17.6％というふうになっておりまして、郡上市の場合、

美濃市よりは上回ってはいるんですが、関市と同程度というところで現在はあります。県全体と比

較しましても4.2ポイント低いことになりますので、全国と比較しましても9.2ポイント下回ってい

るという状況でございます。 

 申請率が少ない理由としましては、今のところ、本人確認書類も運転免許証で足りているという

ことですとか、必ずマイナンバーカードの提示が必要な日常的な利活用が少ないことなどが考えら

れます。 

 安全性としましては、仮に裏面のマイナンバー、ここが書いてあるところを他人に見られたとし

ましても、マイナンバーを使用した手続きについては顔写真つきの本人確認書類が必要なため、他

人がマイナンバーを使って手続きすることはできません。さらに、マイナンバーの利用範囲や収集、

保管などは法令で厳しく制限されており、個人情報を１か所に集めて管理する仕組みではないため、

情報が芋づる式で漏れるようなことはありませんし、手続きを受け付ける行政職員だけがその手続

きに限ってアクセスすることが許されているものであり、不正なアクセスが行われないように第三

者機関の個人情報保護委員会が監視・監督をしています。 
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 また、カードを落としたり、なくした場合は、24時間体制での一時利用停止をフリーダイヤルで

受けつけており、他人には悪用できないような仕組みになっております。もし盗まれたとしまして

も、カードのＩＣチップに記録されているものは氏名ですとか住所、生年月日、性別、個人番号、

本人の写真などの情報でありまして、税金や年金などのプライバシーの高い情報は記録されており

ません。その情報は、各行政機関で分散して管理をされているということです。今後、健康保険証

として使えるようになっても、健診結果ですとか、薬剤情報などはＩＣチップの中には記録されな

いので、個人情報が漏れるようなことはありません。 

 このように万全のセキュリティ対策がなされており、安全で安心なマイナンバーカードですので、

市におきましても、今後とも広報誌、ホームページ等でわかりやすい説明を繰り返し行いながら取

得を促進していきたいというふうに考えてございます。 

 また、新たな取り組みとして、平日の時間内にマイナンバーを受け取りに来られない方を対象に

しまして、月１回の休日と、そして、時間外での受け取り窓口の開設と11月から本庁市民課と白鳥

の振興事務所において実施をしております。 

 最後に、今後のマイナンバーカードの活用方法につきまして、今年９月から地域活性化策として

のマイナポイントの利用が始まっておりますけれども、これは予定ですが、令和３年３月、国民健

康保険証としての利用、令和４年度からはハローワークカードとしての利用、その後、順次大学等

における職員証、学生証への活用ですとか、年末調整や確定申告の手続きに必要となるデータの一

括取得、各種申告書への入力・添付の自動化、お薬手帳、運転経歴証明書、障害者手帳、いつでも

どこでもスマートフォンを用いて公的個人認証サービスを利用できる環境の整備など、今後どんど

ん広がっていく予定でございます。 

 以上でございます。 

（３番議員挙手） 

○議長（山川直保君）  田代まさよ君。 

○３番（田代まさよ君）  御丁寧な答弁ありがとうございます。 

 この先に作る必要があるのならば、今のうちに作っていただけるようもっとＰＲをしていただけ

るとよいと思います。そして、マイナポイントの付与ということもございまして、半年先まで延長

されるということはどのようになっておりますか。１点だけお願いいたします。 

○議長（山川直保君）  答弁を求めます。 

 失礼、田代まさよ君、通告にございません質問は答えられません。 

○３番（田代まさよ君）  すみません。申し訳ないです。マイナンバーカードを作っていただけるよ

う努力をお願いいたします。 

 そして、マイナンバーカードがどのように市政にプラスされ、どのような方向性を目指している
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のか、市長にお尋ねいたします。 

○議長（山川直保君）  市長 日置敏明君。 

○市長（日置敏明君）  お答えをいたしたいと思いますが、ただいま総務部長が説明をしましたよう

に、このマイナンバーカードはいわば本人であることの証明、基本的な氏名であるとか、性別、生

年月日、住所、そして、写真というような情報が入っているものでありまして、これから行政の手

続きとかいうようなことで、今言われているオンライン化とか、紙ベースで直接役所へ出向かなけ

ればいけないというような状況を変革していくということについては、本当に一番のキーポイント

になるものだというふうに思っております。 

 今、国を挙げてこれからの行政というようなものをデジタル化していくと、デジタルトランスフ

ォーメーションというようなことが盛んに叫ばれております。英語の頭文字で言うとＤＸというふ

うに略称しているようですけれども、そうしたことを進めていく必要があるということで、国も近

くデジタル庁というような専門の役所も設けて統一的に進めていこうということであります。 

 先日も私は東京へ別の用事で、岐阜県の過疎地域の要望に総務大臣のところへ何人かの市町村長

さんと一緒にお邪魔をしたときに、大臣のほうから、本来の要望事項もお聞きをいただきましたが、

岐阜県内のただいまのこのマイナンバーカードの交付率の一覧表を出されまして、督励を受けまし

た。しっかりやってくれというようなことでございまして、いずれにしろ、これからの時代、私た

ちがなかなかこうしたことに慣れていないという面がありますけれども、そこを克服していけばい

ろんな利便性であるとか、そういうことが得られるんだろうというふうに思います。 

 また一方、先ほど総務部長が説明しましたように、国民の間には一抹のといいますか、何か非常

に一元的にひもづけられたいろんな個人の情報がどこかに、もう全て丸見えになってしまうという

ような不安があるということなんですけども、単なるマイナンバーカードそのものは先ほど申し上

げましたような基本４情報等のカードでありますから、いわば個人の情報を開けるための合鍵にす

ぎないわけで、カードの中にいろんな情報が詰まっていて拾われたら誰かに全ての情報を見られる

とか、そういうものではないということの理解、それから、またこうしたものが進んでいくために

は、政府、これは国、そして、私たち地方自治体に対する国民、住民の皆さんの信頼ということが

非常に大事だろうというふうに思います。そうした信頼も作っていかなければいけないというふう

に思っております。 

 これについての活用は、いろんな意味で国の制度、それから、自治体においては、例えば自治体

の中には図書館の貸し出しカード、いわばこういうものを活用してやっているというところもある

ようには聞いております。そういう自治体そのものが単独でこれを１つの本人確認の手段とすると

いう活用の方法もあるようでございますので、そういったことも、郡上市も今後いろんな意味で検

討し、その活用の幅を広げていくということが大事だろうというふうに思います。 
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 ただ、例の特別定額給付金のときにマイナンバーカードを使ったオンライン申請ができますとい

うことがございました。しかし、実態は確かにこのマイナンバーカードを使ってオンラインで申請

をしていただいたんですが、申請書そのものの確認に、例えば申請をされた方の世帯が打ち込まれ

たとおりのものであるかどうかというようなことは、また、こちらのほうで別途の資料でそういっ

たことを確認していかなければいけないというようなことで、かえってマイナンバーによるオンラ

イン申請が手間を食ってしまってということで、いくつかの自治体ではオンライン申請を取りやめ

にしたというような形で、単純にマイナンバーカードを使って申請をするということなんですけど

も、そのためにはさまざまな、やはり役所側でのそうした面の受け入れ体制ができていないと、必

ずしも効率的、正確ということにならないと、貴重な教訓を得たことだというふうに思っておりま

す。 

 したがって、そういうことも含めて徐々にこれから整備をしていかなければいけないというふう

に思っておりますが、郡上市におきましても、このマイナンバーカードの取得を市民の皆さんに理

解をいただきながら着実に進めていきたいというふうに思っています。 

（３番議員挙手） 

○議長（山川直保君）  田代まさよ君。 

○３番（田代まさよ君）  御答弁ありがとうございました。 

 せっかく国のほうでも進められておりますマイナンバー制度におけるマイナンバーカード、でき

れば目標を立てていただきまして、その目標に令和４年末までには到達できますよう私たちも努力

をいたしますので、執行部のほうでも努力をよろしくお願い申し上げます。 

 ２つ目の質問でございます。 

 小さく３つございます。 

 この先も新型コロナウイルスの感染者が発症したときに、医療従事者等が家族への感染の恐れな

どがなく安心して働けるよう、市が既存の宿泊施設などを借りるなどして医療従事者などに提供す

るなどの配慮があるのでしょうか。自宅に帰ると家族などにうつしてしまわないかと心配される医

療従事者も多いかと思います。そのような方々が安心して働いてもらうためにも必要ではないでし

ょうか。 

 また、親が感染者または濃厚接触者となり、ほかに養育者がいないなどの状況におかれた子ども

や核家族で親が感染者または濃厚接触者となったときに、子どもについて市はどのように子どもを

保護されるのでしょうか。子どもを保護するために要する経費は支援されるのでしょうか。ひとり

親の方々や子どもたちが不安にならないようにわかりやすく説明をお願いいたします。 

 最後に、少数での重症でない患者に対しては市も対応が可能とお聞きしておりますが、クラス

ターなどの発症した場合には対応ができるようになっているのでしょうか。そして、どのような対
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応をされるのでしょうか。 

 以上３点をお聞きいたします。 

○議長（山川直保君）  答弁を求めます。 

 健康福祉部長 和田美江子君。 

○健康福祉部長（和田美江子君）  それでは、御質問にお答えをいたします。 

 岐阜県内でもなかなか感染者が収まらないところでございますが、そんなコロナ禍の中で医療従

事者が安心して働ける体制についてといったところですが、11月末に市内でも２人の新型コロナウ

イルス感染症の感染者が発生しました。市民の皆様や医療関係者の方々は大変な御心配や御苦労を

されたと思います。一部を除き、多くの市民の皆様にはコロナハラスメント防止に努められ、冷静

に行動していただくことができたのではないかというふうに思っております。 

 この時期はインフルエンザが流行することもあり、コロナの感染拡大とともに医療体制のひっ迫

を心配しておりましたが、現時点では、インフルエンザの発症は少ない傾向にありまして、今後の

状況を注視していくところです。 

 市におきましては、その対策として９月補正予算に計上させていただきました重症化リスクの高

い高齢者や妊婦にインフルエンザワクチンの接種助成を拡大して対応してきました。各医療機関で

はインフルエンザとコロナウイルスの同時流行期である中、院内感染のおそれがなく、安心して働

くことができるようそれぞれの医療機関で感染防止対策を講じでおります。 

 また、郡上医師会を中心に、発熱時の受診の仕方の啓発のために番組を作成し、放送をしており

ます。医療関係者で取り組みを進めているところであります。 

 なお、市では独自に医療関係者のための宿泊施設など借り上げることはしておりません。その対

応については、それぞれの医療機関で行っていただいております。例えば市民病院では、コロナの

感染が疑われる場合や万が一感染者を受け入れる場合は、防護服の着用などにより感染防止策を十

分に取り対応をされているため、感染の可能性は低い状況にあるというふうに思っております。ま

た、家族の感染を心配するような場合は、空室になっている医師住宅や看護師の官舎などを利用で

きるように配慮をしております。 

 ２つ目の御質問でありますが、コロナが発生したときの子どもの一時預かりの体制ということで

すが、保護者が新型コロナウイルスに感染し、その子どもが保護者の濃厚接触者というふうになっ

た場合、保健所の指示に従いましてＰＣＲ検査を受けることになります。検査の結果待ちの期間や

検査結果が陰性であったときは、基本的には自宅で待機するようになります。 

 こうした場合に、保護者のかわりに親族が子どもの養育や健康管理をすることになりますが、同

居する家族に養育が可能な親族がいないなど、核家族のような場合は子どもたちだけで生活するこ

とは困難であります。そのような場合は、子どもの保護については子ども相談センターが運営しま
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す一時保護所で一時保護を行うこと、また、児童養護施設等に子ども相談センターから一時保育委

託を行うこと、また、児童養護施設等において実施される子育て短期支援事業を利用することなど

が考えられます。また、子どもの症状などを踏まえて保護者の入院先の医療機関へ子どもの一時保

護委託について相談することも考えられます。 

 しかし、このような対応は実際に受け入れる側の施設が原則として個室で対応をしたり、濃厚接

触者とされた子どもとその他の子どもの対応職員を分けるなどして、適切な感染防止策を講じるこ

とが前提となります。 

 市におきましては、議員の御質問のような状況は発生しておりませんが、今後、そうした状況が

発生した場合には、保健所や子ども相談支援センター等の関係機関と緊密な連携を図り、適切に対

応したいというふうに考えております。 

 また、子どもを保護するために要する経費についてですが、子ども相談センターが行います一時

保護所や児童養護施設等への一時保護については、県による措置でありますことから、市や当事者

による負担は基本的には発生しないものというふうに考えております。 

 子育て短期支援事業の利用につきましては、市と保護者の負担になります。なお、子育て短期支

援事業で利用する施設については、市内では児童養護施設であります合掌苑が対象になります。な

お、こうしたケースについての相談状況ですが、中濃圏域を所管する中濃子ども相談センターに確

認をしましたところ、相談受付は１件あったということで、この１件も親族が預かることができた

ということで、一時保護とはならず、実際に対応した件数は中濃圏域では現在のところ０件という

ことです。 

 あと、３つ目の御質問でありますが、クラスターの対応についてということですが、例えば新型

コロナウイルス感染症の感染者が市内で複数発生し、クラスターとなってしまった場合、その対応

につきましては、県の感染対策整備課を中心に圏域ごとの各保健所も協力しまして、対策チームに

おいて行われていきます。 

 まず初めに、クラスター発生地域の所管の保健所がＰＣＲ検査などにより陽性者を特定いたしま

す。その後、陽性者の感染経路と濃厚接触者を確定させるために、保健所において家族の状況、勤

務先、立ち寄り先などを確認しまして、濃厚接触者と確定されますとＰＣＲ検査等を実施し、その

後の対応を行うことになります。 

 陽性者については、直ちに入院の措置を取るため、県において受け入れ医療機関が調整されまし

て入院していただくことになります。入院先などにつきましては、市内のみで受け入れをされるの

ではなく、重症度に応じまして、中濃圏域あるいは県内全体の調整が行われていきます。オール岐

阜の体制がとられていますので、クラスター発生により一時的に入院する人が増えても対応可能な

状況であります。 



－７５－ 

 また、濃厚接触者につきましてはＰＣＲ検査で陰性が確認されますと、２週間程度は自宅で経過

を観察することになります。濃厚接触者が陰性確認後に症状が出現して再検査で陽性になるといっ

たケースもありますので、この２週間の経過観察の期間というのは大変重要なものでございます。 

 以上です。 

（３番議員挙手） 

○議長（山川直保君）  田代まさよ君。 

○３番（田代まさよ君）  御丁寧な答弁をありがとうございます。 

 医療従事者におかれましても、やはり不安があるとなかなか医療にも一生懸命になれないことが

ありますと思います。御家族もあることです。本当に対策をしっかりしていただき、出ないのが一

番なんですけども、この先、不安のない医療体制をとっていただきますようお願いを申し上げます。 

 また、核家族などやひとり親の方のコロナ対策におきましても、子どもたちや親さんたちが本当

に不安のないような暮らしができるよう万全の対策を取っていただきたいと思います。 

 クラスターにおきましても本当に出ないことが一番なんでございますが、本当にいつ誰がなるの

かわからないときでございます。この郡上市だけじゃなく北海道や大阪や本当に看護師さんの不足

しているところも多くございますので、出ないのが一番と思いながら出てしまったときの対応を迅

速に、冷静に行っていただきますよう重ねてお願いを申し上げます。 

 少し時間を残してしまいましたが、私の質問は以上でございますので、以上で一般質問を終了さ

せていただきます。ありがとうございました。 

○議長（山川直保君）  以上で田代まさよ君の質問を終了いたします。 

 それでは、ここで暫時休憩といたします。再開は10時15分を予定しています。 

（午前１０時０６分）  

──────────────────────────────────────────── 

○議長（山川直保君）  休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

（午前１０時１５分）  

──────────────────────────────────────────── 

◇ 野 田 勝 彦 君   

○議長（山川直保君）  ９番 野田勝彦君の質問を許可いたします。 

 ９番 野田勝彦君。 

○９番（野田勝彦君）  日本共産党、野田勝彦でございます。議長の許可をいただきましたので、通

告に従いまして、大項目で２つ質問をさせていただきます。よろしくお願いします。 

 第１点は、人にやさしいまちづくりという観点から、ベンチの問題を若干取り上げてみたいと思

います。 
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 ベンチがある風景、ちょっと皆さんイメージをしてみていただきたいんですが、ベンチがあると

いうことはここで休んでください、時間が止まる、ゆっくり流れる、そういう場所である。また、

周りを見渡す場所でもある。いろんな意味で私はとても人間的と言いますか、優しい場所ではない

かと思います。さて、郡上市にはそのベンチがどのように設置されているのか、私もつぶさにはま

だ調べたことはないんですが、今日はそういう観点から伺いたいと思います。 

 公園や遊園地、あるいは観光地はどうしてもベンチの数が増えると言いますか、多いわけですが、

それ以外ではなかなかベンチは必要ないかもしれませんし、また、目に掛かることもあまりありま

せん。そこで、親子連れの家族や、あるいはお年寄りの方がちょっと休んでいただけるような、あ

るいは観光客の方にも座って何か買ったものを食べていただけるようなそんな場所もあるととても

いいなと思うわけですが、郡上市には個人や事業者が設置されているベンチを除いて市で設置・管

理しているベンチはどれほどあるのか、その現状をまず伺いたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

○議長（山川直保君）  野田勝彦君の質問に答弁を求めます。 

 商工観光部長 可児俊行君。 

○商工観光部長（可児俊行君）  それではお答えをいたします。 

 郡上市内でも町なか散策をする観光客が特に多い八幡市街地におけるベンチの設置状況というこ

とでお答えをさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 市では、八幡市街地で町歩きを楽しむ観光客の方のためにくつろぎながら、そして、ゆっくりと

町なか散策を楽しんでいただけるように市街地の主要な観光交流施設であります郡上八幡城下町プ

ラザや郡上八幡旧庁舎記念館、そして郡上八幡駅、まちなみ交流館などや公園やポケットパーク等

にベンチを設置しております。 

 それで、ベンチの構造というものでございますが、木製や金属製、コンクリート製など多種であ

るわけでございますが、観光施設の役割とその周辺の町並み景観等にも配慮しながら、主に施設を

訪れる観光客の方の利用を目的に設置をさせていただいているというところでございます。 

 八幡の町なかには、宗祇水ややなか水のこみち、惣門橋ポケットパークなど、水辺空間というも

のはありますが、そのような空間にはその環境を感じていただきながら、町並みやそれを取り巻く

景観にも配慮するために、主に木製のベンチを設置しております。また、郡上八幡駅でも駅舎の風

情を損なわないために、木製のベンチを設置しているところであります。 

 郡上八幡城には四季を通じて多くの観光客が訪れますが、天守閣付近では史跡を保全し景観を守

るという観点から、東屋等の構造物を新設してのベンチというものは設置することができません。

このため設置可能な施設の周辺には耐久性の高いコンクリートや金属製のベンチ等を設置しており

ますが、樹木に似せたしつらえにするなど、歴史的構造物との調和を心がけているところでござい
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ます。 

 また、スイスのツェルマット研修で参考といたしました大人３人がゆったりと腰をかけることが

できる大型の木製ベンチ、こちらを八幡市街内でお城や河川景観などが楽しめるビューポイントに

８か所設置をしているところであります。 

 このように観光施設の状況を踏まえ、観光客の皆さんがくつろぎながら町歩きを楽しんでいただ

くため、現在、八幡の市街地には194個のベンチを設置している状況であります。よろしくお願い

します。 

（９番議員挙手） 

○議長（山川直保君）  野田勝彦君。 

○９番（野田勝彦君）  200近い数字ですから私の想像よりも多くて、広い市街ですからあちこちに

おけばあまり目につかないかもしれませんが、それなりにやっぱり設置数はあるということだと思

います。 

 木は腐っていきますし、金属は冷たいし、夏は暑うて座れんし、なかなか難しいとは思いますが、

状況に応じて、あるいは場所に応じて、あまり大きなものも置けないところがあります。そして、

町なかには城下町ですからなかなか空き地といいますか、置くスペースがございませんので大変難

しいかと思いますが、商店さんなどと御協力をいただきながら、場合によってはその商店のコマー

シャルを入れてもらって、寄附という形で管理をしてもらうとか、いろんな形で市街で休んでいた

だけるところもぜひとも作っていただきたい、そんなふうに思います。 

 どうかよろしくお願いします。 

 ２つ目にまいりますが、よろしくお願いします。 

 ２つ目は環境問題の施策をお尋ねしたい。４項目ほど準備しておりますが、プラスチックの問題

が世界的にも、もちろん国内においても大きく取り上げられるようになりまして、一時は昨年来、

郡上市はどうしてプラスチックを分別しないのと素朴な疑問が出てまいったんですが、今は大体皆

さんに理解をいただいて、プラスチックを集めてもそのあとの処理がなかなか困難であると、費用

もかかるということも含めながら御理解をいただいてきているんではないかと思います。スーパー

に伺いましたら、レジ袋のマイバッグ率、自分で持っていらっしゃる率はもう９割ぐらいになって

いると、非常に高い水準にまで来ているわけであります。それくらいプラスチックに対する意識は

高まってきているというふうに思います。 

 ４月以来、分別をやめて、プラの分別をやめて燃えるごみと一体化することになったわけですが、

それによってごみの収集はどう変わってきたのかをまず伺いたいと思います。収集の量はさほど変

わらんかもしれませんが、経費なども結構変わったんではないかと思いますが、その辺の変化はい

かがでしょうか。 



－７８－ 

○議長（山川直保君）  答弁を求めます。 

 環境水道部長 猪俣浩已君。 

○環境水道部長（猪俣浩已君）  失礼いたします。 

 今年度の４月１日から実施いたしましたごみの出し方の変更に伴う可燃ごみの収集量と収集費及

び燃焼費について、今年度10月末現在の数値を前年度と比較でお答えをさせていただきます。 

 可燃ごみの収集量につきましては、令和元年度が932.4トンで、２年度は966.4トンとなり、32ト

ンの増となっております。ただし、令和元年度の包装プラごみの収集量が62.2トンあり、元年度の

932.4トンに62.2トンを加えた994.6トンと比較しますと、28.2トンの減となります。 

 収集費につきましては、令和元年度は可燃ごみとプラごみの収集費が7,209万5,870円で、２年度

は可燃ごみの収集費のみとなりますので、6,544万5,600円です。比較いたしますと665万270円の減

額となります。 

 処理費につきましては、プラごみを可燃ごみに変更したことにより、大きく影響を受けます助燃

材、灯油と電気の使用料の数値をもとに報告いたします。 

 灯油につきましては、令和元年度が79万2,844リットルで、２年度は73万4,534リットルとなり、

５万8,310リットルの減少となりました。１トンのごみを焼却する際の助燃材、灯油の使用料は、

令和元年度が114.8リットル、２年度が110.2リットルとなりまして、4.6リットル減少で４％の削

減となっております。令和元年度ベースの灯油代金で換算をいたしますと、227万7,473円の減少と

なっております。 

 電気使用量、キロワットにつきましては、令和元年度が309万2,620円キロワット、２年度が314

万5,191キロワットとなり、５万2,571キロワットの増加となっていますが、これは９月に焼却炉の

２炉運転を実施したことによるものであります。 

 電気使用料につきましては、使用量は増えておりますが、単価が下がったということもありまし

て、231万2,969円の減額となっております。 

 以上が10月末現在の前年度と比較したものでございますのでよろしくお願いします。 

（９番議員挙手） 

○議長（山川直保君）  野田勝彦君。 

○９番（野田勝彦君）  ありがとうございます。 

 収集の量も、もちろんその焼却費も、それから燃料代も減少しているということですので、この

観点からみると大いに効果のあったというふうに見ることができると思います。やっぱり市民もプ

ラスチックを出さないように、できるだけ可燃ごみも少なくするというそういう努力をこれからも

重ねると思いますので、ひとつ削減に努力をしてまいりたいと思います。 

 次に、やがては風化するプラスチックは大変困りものではあるんですが、しかし、一方で非常に
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有用な素材でもあります。軽くて、加工が楽で、あとは燃やすことができると、こんな素材はそう

たくさんはない。しかも、それほど値段は張らないというわけです。ですから、これは急速に普及

したのも当然と言えば当然なんですが、その象徴的なのは最も身近にあるレジ袋ではないかと思い

ます。 

 かつては買い物かごを腕にぶら下げて買い物に行ったと覚えておりますが、やがてはこれが袋に

変わり、プラが全盛になったわけであります。確かに買い物に行きますと便利ではありますが、買

い物のたびに袋がついてきたわけですから、これがどんどんたまりまして、ちょっとなかなか捨て

がたい私は、きれいに畳んで折り曲げて、レジ袋の中にレジ袋をこうやって入れていくんです。そ

うすると、大きなレジ袋の袋が幾つもできる。今でも私の家にはありますけども、こういう状況で

は、各家庭で膨大な量のレジ袋がたまっていくんじゃなかろうかと。早々に捨てられる方もあるか

もしれませんが、そんなことを考えると、これはちょっと深刻になります。 

 しかし、あれは経年変化で劣化していきますと、微細にやぶれてしまうというか、壊れてしまう

といいますか、本当にマイクロ状態になっていくわけです。それがやがては海に流れていくと。海

洋マイクロプラスチックのもとになっていく。これはレジ袋ばかりではありません。その他、膨大

な量がございます。このプラスチック全体を削減する運動が高まってきて、その中でのレジ袋は有

料化という方向が出てまいったわけであります。 

 先ほど申しましたように、非常に高いレベルで今は自前の袋、マイバッグを持っていらっしゃる。

こうしたことを考えると私たちに若きも随分変わってきたんだと思うし、また、変わらなきゃなら

んと思います。 

 そこで次の質問に移りますが、昨今、家庭の家族構成は大きく人数が減ってきているものと想定

されます。お年寄りお一人の方もいらっしゃるやろうし、御夫婦の高齢者の方のみの家庭もたくさ

んあるでしょうし、多くても三、四人まで、それ以上の世代をまたいだ多くの世帯というのは、多

人数の世帯は本当に少なくなってきて言うと思います。 

 そういう意味では、家庭から出るごみの量も随分減ってきているんではないかと思うんです。一

週間たってもまだごみ袋がいっぱいにならんとか、そのような状況で、どうしても小さい袋を使う

ことになりがちなんですが、この家庭でのごみ袋とレジで購入するレジ袋を兼用することはできな

いだろうかと。レジでどのみち有料で買うならば、そのお金に若干の市のごみ袋代を足してレジで

販売をしていただこうと。それを持って帰って、家庭ではそのあとごみ袋として使う。焼却ごみと

してそのまま出せるわけです。これは、私はよくよく考えれば合理的な方法だと思うんですが、あ

る市民から提案されました。ぜひとも一遍、検討、研究をしてみていただきたいと思うのでありま

す。 

 お年寄りになりますと、ごみ袋いっぱいに詰めて運ぶのは大変重いです。私の体力でも結構重く
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て、体が傾くぐらいですから、どうしてもやっぱり小さい袋になりがちです。小の袋ならばちょう

どレジ袋にいいんではないかと。その場合、当然ながら考えなきゃならんのは、あの黄色い袋のま

まではやや抵抗感がありますので、もっと格好いいレジ袋に変更して、色も変えたりして、工夫を

すれば結構私ははやるんではないかと思うんですが。 

 ただ、幾つかのスーパーさんに伺いました。こんなふうにしたらご協力いただけますかって聞い

てみたんです。そしたら、それはぜひとも協力をさせてもらいますというところから、手間が増え

るので、ちょっと計算も面倒くさくなるしといって二の足を踏まれるところも、結構温度差がござ

いまして一律とはいかなかったんですが、ぜひ、市としてこれは検討し研究をしていただく余地は

ないだろうかと提案いたしますが。よろしくお願いします。 

○議長（山川直保君）  答弁を。 

環境水道部長 猪俣浩已君。 

○環境水道部長（猪俣浩已君）  それでは、今の質問にお答えさせていただきます。 

 郡上市の指定ごみ袋は、郡上市廃棄物収集用指定ごみ袋取扱店、または、自治会等への販売、そ

れから、市役所窓口での直接販売で、10枚単位での販売となっております。これは、郡上市廃棄物

の処理及び清掃に関する条例におきまして、10枚単位での手数料設定としていること、それと、事

務処理経費の削減の観点からというふうになっております。 

 議員御提案の市内のスーパーや小売店が１枚単位で販売をしていただくことは制度上は支障はご

ざいませんが、指定ごみ袋の一番小さい小の値段、26円になりますが、26円と市販のレジ袋の値段、

約１から５円とを比較した場合に、市民がそれを必要とされるかにつきましては、多少疑問が残る

ところでございます。 

 郡上市の指定ごみ袋は、ごみ処理手数料の徴収を目的として販売しているもので、市民の皆様の

御理解を得ながら、ごみを排出する袋として使用していただいております。市として、レジ袋の代

用品として販売することは現在考えておりません。 

 郡上市におきましては、今年度から環境保全推進事業といたしまして、さまざまな取り組みを実

施すべくプロジェクトチームを設置する中で、市が直接実施する事業や市民、事業者を巻き込んで

実施する事業並びに市民、事業者がそれぞれの立場で自主的に取り組んでいただく環境づくりを進

める施策を検討しております。 

 郡上市は、市民の皆さんと環境にやさしい人づくり、美しい水づくり、豊かな森づくりの３本柱

で環境保全を進めてまいりたいと思っておりますのでよろしくお願いいたします。 

（９番議員挙手） 

○議長（山川直保君）  野田勝彦君。 

○９番（野田勝彦君）  あまり色よい御返答ではなかったんですが、長期的な観点で、これからもう
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一遍検討をお願いいたしたいと思います。 

 ３つ目ですが、先月、11月８日ですが、こういう環境シンポジウムがございました。私も参加さ

せていただきましたが、高名なお二方の学者の方が、科学者の方が御登場されたんですが、その登

場の仕方からちょっと度肝を抜かれまして、何かプロレスの試合の始まりではないかと思うような

登場の仕方でしたけども。加えて話を伺いまして、また、さらに度肝を抜かれました。 

 どうしてかと申しますと、テーマは３つございまして、地球温暖化をどう考えるのか、それから、

２つ目は海洋プラスチックとリサイクルの問題、今の問題です。それから、生物多様性の問題をど

う見るのか。市として３つの問題があったんですが、端的に言いますと、これらの環境問題のいず

れの分野、３つともだったと思いますが、深刻な問題提起はなかったと私は受け止めました。受け

止め方が違うとおっしゃる方もあるかもしれません。 

 いずれも、一部のところでこれを問題視したり、あるいは過剰にといいますか、過激に取り上げ

ているという節を指摘はされました。本当に真剣な地球的問題としてこれを考えておられなかった

のではないかと私は思います。 

 そして、我が郡上市はあたかも環境優良自治体のごとくの表現でありまして、それでいいのと思

ったのは、私の正直な感想でございます。 

 この当日のチラシの下のほうには、青いところです、私たちに何ができるのかというクエスチョ

ンマークがついております。私たちはどうすればいいのか、どう考えてどうすればいいのかという

のがどうもあまり伝わりにくかったのと私は思っておりますので、ここはひとつ、今まで市として

さまざまな分野で今も環境部長がおっしゃいましたように、そういう努力を続けてまいりましたの

で、その観点からすると、いささか私は物足りなさを感じたわけですが、ここはひとつ、市長さん

のほうから改めて市の方針や市の取り組みや市民へのメッセージを私は聞きたいと思いますがいか

がでしょうか。 

○議長（山川直保君）  答弁を求めます。 

 市長 日置敏明君。 

○市長（日置敏明君）  お答えをいたしたいと思います。 

 11月８日に、ただいま御紹介のあったシンポジウムをやったわけでございますが、正直申し上げ

まして、私も同じような感じを持ちました。 

 私が当初ステージに上がって市民の皆さんに呼びかけたことは、さあ、今日から環境問題という

ものに取り組みましょうと、今日はキックオフですという呼びかけをして、いずれにしろ、そうし

た地球温暖化の問題にしろ、海洋プラスチックの問題にしろ、あるいは生物多様性の問題にしろ、

しっかりやりましょうというメッセージを両学者からいただければというふうに思っておったんで

すが、確かにややと言いますか、私も正直言って当惑するというか、困惑するような発言もあった
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ことは事実でございます。 

 ただ、お二人とも博士号を持つ、それぞれ工学博士、あるいは理学博士ということで、御自身の

学問的研究の中でそれなりにお話をくださったことであり、そういう意味からすると、確かに御当

地へ来ていただいて、ややリップサービス的なところもあったのかとは思っておりますが、市民の

皆さんは、確かに環境問題というのはなかなか学問的な面からも問題はいろいろあるんだという理

解をしていただいたかというふうに思います。 

 ちなみに、例えば私もこの間、今回、こういう御質問が出るということもあって、東京へ行った

ときに新幹線の車内でいつも販売されたりしております、こういう某雑誌がございます。Ｗｅｄｇ

ｅ、ウェッジという雑誌がございますが、この中に脱炭素とエネルギー、日本の突破口を示そうと

いうことで特集が組まれているので、こういうものを読みましたが、例えば先ほどの地球温暖化の

問題、これは人間活動に起因して今日の地球温暖化という問題が出ているのかどうかということに

ついて、本来は科学的に決定されるべきような事項、主義主張とか、そういうこととは別にという

感じがいたしますが、例えば2018年の米国のギャラップ社というところのアメリカ国民に対する調

査では、今の人類の活動が今の地球温暖化に影響をしているんだというふうに答えた人が、アメリ

カでは、民主党の支持者は89％がそうだというふうに答えたけれども、共和党の支持者はそうだと

答えた人は35％しかいなかったというようなことが書いてありました。それで、これは両方とも、

どちらも学者がそれぞれいらっしゃっていろんなことを議論されているということでありまして、

この間のシンポジウムでも、武田先生は地球のそういう温度については地球自身に１つの周期があ

るというお話はされました。しかし、あまり突っ込んで、今のそういう人類の、例えばＣＯ２の排

出というようなものが全く関係ないとまでもおっしゃいませんでした。ただ、地球には温暖化、あ

るいは寒冷化というような１つのサイクルがあるんだというお話をされたので、あまり今の温暖化

そのものにＣＯ２を削減しないと大変なことになりますというお話はされなかったように思いまし

た。 

 そういうようなことで、ちょっと私も、確かにこういう環境問題というのは奥が深いという思い

はいたしましたし、市民の皆さんも、あのとき、シンポジウムの１つの趣旨が、環境問題といって

も眉毛を釣り上げて、まなじりを決してやろうということではなくて、やれることを楽しく、しか

し、かつ真面目にやっていきましょうというメッセージを送りたかったという意味からすれば、そ

れなりに受け止めていただいたのではないかと思っております。 

 ただ、確かにこちらが、ちょっと私もお願いしたいと思っている話とは違って、そういう意味の

切迫感とか、あるいは危機感というようなものを、その市民の皆さんに煽っていくという感じでも

なかったと。それは、しかし学者のそれぞれの見識でお話をされたんだろうというふうに思ってい

ます。 
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 しかし、そういうことではありますが、かといって私は地球温暖化の問題にしろ、海洋プラスチ

ックの問題にしろ、あるいは食品ロスの削減の問題にしろ、市民の皆さんが一つ一つ日常の行為の

積み重ねの中でやれることを着実にやっていきたいというふうに思っております。 

 そういう意味では、先ほど環境水道部長が申し上げましたが、今、郡上市としては、副市長をキ

ャップにこうした環境問題を取り組むプロジェクトチームを作っておりましてやっておりますし、

環境水道部も今年度は食品ロスの削減問題、こういうものの取っかかりを作って、先ほどおっしゃ

った、今、コロナで自由にやれておりませんが、市内の飲食業者の皆さんに食べ残しのないように

というような形の工夫をしてもらう、そして、市民の皆さんにも食べきり運動というのをやってい

ただいて、一定のポイントがたまったらすてきなデザインのエコバッグを差し上げますという形で、

今、エコバッグの選定といいますか、そういうようなものをモニターを募ってやっているというよ

うなことで一つ一つやっておりますので、あのシンポジウムはそういう問題を自分の頭で深く考え

る１つのきっかけになればというふうに思っております。 

 今後、やはりそうした食べきりであるとか、今、検討の中で、例えば非常に私たちの身近の問題

として、冷蔵庫の中の食品というのが非常に奥のほうに古い食品が詰まってしまって、それがある

とき相当大量に食べないで廃棄をするというような問題もあるというようなことで、身近な冷蔵庫

のそうした整理といいますか、そういうようなことも主婦感覚とか、生活感覚でやっていこうとか、

こんなような取り組みも進めていきたいと。 

 いずれにしろ、シンポジウムでのメッセージがなにもやらなくていいんだということではなくて、

いろいろ、確かに環境問題というのはふかいところがあるという点を受け止めていただいて、市民

の皆さんとしてはできることを個人で、家族で、地域で、皆でやっていきましょうということを私

は呼びかけたいというふうに思います。 

（９番議員挙手） 

○議長（山川直保君）  野田勝彦君。 

○９番（野田勝彦君）  全く私もその通りだと思っております。市民がそれぞれの立場でそれぞれの

できることをみんなで努力をしていくという意識はとても原点になるのではなかろうかと思います。 

 そういう意味を込めて、次に４つ目の質問でございますが、去る３月議会で、私は郡上市も気候

非常事態宣言を発したらどうかと提案をさせていただきました。その後、どうなっているのかちょ

っとわかりませんが、改めて今回この機会に私はそれを提案したいと思います。 

 御承知のように、長野県の白馬村の一高校生が提起した気候非常事態宣言が白馬村の議会を動か

し、長野県を動かし、そして、いまや国会も動かしていったと。11月19日と20日、衆議院と参議院

でそれぞれ国会が超党派の全会一致で気候非常事態宣言を発したわけです。これは、私はあの国会

で──あのというのは失礼なんですが、あの国会で、超党派で全会一致で決議をするということは
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大変な事態だと私は思うんです。 

 そういう意味で、実は今、全国では170の自治体が同様の決議、あるいはゼロカーボン宣言をし

ているわけです。３月、私が提案したときにはまだほとんどなかったです。そういう意味で、私は

先頭をきってやっていただきたかった。財政的な何ら大きな負担があるわけではないし、市民に対

する１つのメッセージとして、あるいは市内の事業者に対するメッセージとして、私は必要かつ効

果的なことではないかと思っておるわけです。 

 宣言をしたからといって温暖化が止まるわけでもないし、プラが減るわけでもないでしょうけど

も、しかし、市民がそれぞれのできる立場で一生懸命協力し合いましょうという意識はここから始

まるんではないかと私は思うんです。 

 先月の国会の議決が次のように言っていますので、ちょっとお聞きいただきたいと思います。申

し訳ございませんが。これは宣言の内容であります。「地球温暖化問題は、もはや気候変動の域を

超え、気候危機の状況に立ちいっている。この認識を世界と共有する」。そして、こうも付け加え

ています。「国際社会の名誉ある一員として、ふさわしい取り組みを国を挙げて実践する。ここに

国民を代表する国会の総意として気候非常事態を宣言する」。格調高いと思いますと同時に、幾度

となく化石賞をもらった日本の国会としては画期的な表現ではないかと私は思います。 

 そういう意味で、再び郡上市の気候非常事態宣言を期待いたします。もう一つ、つけ加えるなら

ば、市民の中にもそういう強い願いがあるということもつけ加えさせていただきます。市長さんの

御見解をお聞きいたします。よろしくお願いします。 

○議長（山川直保君）  市長 日置敏明君。 

○市長（日置敏明君）  今、お話がありましたように、この問題は前々から心配もされていることで

もありますし、また、ここへきて、いわゆる気候が大変だと。したがって、それに対処する面から

の脱炭素といいますか、あるいはゼロカーボンとか、カーボンニュートラルとかというようなこと

での動きも急速に大きな流れになっております。 

 特に10月26日だったでしょうか、新しい総理大臣になられました菅総理の所信表明の中でも2050

年までに実質的にゼロカーボンを実現するというふうに、なかなかそこまで、これまで期限を切っ

て表明はしてこなかったわけですが、思い切った表明をされたということだと思います。 

 そういうことで、その方向を郡上市としても、郡上市のできることをやっていくということは非

常に大切なことだというふうに思っていますが、今、菅総理大臣の所信表明でもその方向は示され

ましたが、それをいかにしてやっていくかということについては、まだまだこれからです。その宣

言をした、表明をしたということ自身にも価値があるという評価はできると思いますが、例えば郡

上市が、気候が大変だと、大変だという宣言とそれが危機的宣言だということと、しからば郡上市

民として何をやっていくべきか、何をやっていきましょうという呼びかけの内容と２つの部面から
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なると思いますけれども、郡上市としてその辺のところを、例えば違う側面から言うと、市民の皆

さんからもいわゆるゼロカーボンシティとかっていう宣言をしてほしいというような話がありまし

たが、そのゼロカーボンシティというものは郡上市にとってどういう努力を要請されるものかとい

うようなあたりのところっていうのは、例えばですが郡上市のＣＯ２の排出量はどれぐらいで、そ

れを片一方では吸収量はどれくらいかというようなことも、おおよそのそうしたフレームというよ

うなものもある程度検討をつけて市民に呼びかけたいと私は思っております。 

 例えば環境省のほうで示しておりますけれども、地方公共団体ごとのＣＯ２の排出量の大まかな

試算を出しております。それを見ますと、2017年度で郡上市のＣＯ２の排出量は33万7,370ＣＯ２ト

ンという形で試算がされておりますが、片一方で結局実質ゼロということは、それでは地域に吸収

力がどれだけ、吸収源というものがどれだけあるかということなんですが、林務課のほうに郡上市

の持っている森林の吸収力というのはどれくらいあるだということで試算をしてもらったものでは、

私の予想とははるかに違いまして、26万5,505トンという試算ということで、現況の中で90％山を

持っている郡上市でも、みずから排出している炭酸ガスの量と吸収できるものは、吸収量は80％ほ

どに過ぎないと。もし、仮にこの数字が正しいとすると、ただ排出は、いわゆる産業部門、それか

ら、例えば運輸という形で、自動車がまき散らしているＣＯ２、これがほぼ30％以上あるとか、そ

ういう構成量からするとどこに焦点を当てて努力をしていくかという問題、そういうことも、宣言

はしたけれどもそのへんのところがさっぱりわからないということでは、やや心もとないと思いま

して、少し勉強の時間をいただければというふうに思います。 

 ちなみに、環境省の試算によりますと、郡上市で一般廃棄物の焼却等から出てくるＣＯ２の量は

全体のＣＯ２の量の２％であるということですから、ここでいろいろと、先ほどのレジ袋の問題と

か、いろんなことをやっても、ここで全体に及ぼす効果というのは非常に限定的なものだと。むし

ろ、使っている電気の構成であるとか、自動車の燃料が何を使って走っているかとか、そういう技

技術革新とか、郡上市だけではなかなかできないものも今後イノベーションしていかないと、郡上

市としての地域のゼロカーボンというのはなかなか難しいというような問題も認識をしながら、私

はしっかり市民とともに取り組んでいきたいというふうに思います。 

（９番議員挙手） 

○議長（山川直保君）  野田勝彦君。 

○９番（野田勝彦君）  丁寧な御説明ありがとうございました。時間もまいりましたので、将来に期

待をしまして終わります。ありがとうございました。 

○議長（山川直保君）  以上で野田勝彦君の質問を終了いたします。 

 それでは、ここで暫時休憩をいたします。再開は11時15分を予定いたします。 

（午前１０時５６分）  
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──────────────────────────────────────────── 

○議長（山川直保君）  休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

（午前１１時１５分）  

──────────────────────────────────────────── 

◇ 三 島 一 貴 君   

○議長（山川直保君）  ６番 三島一貴君の質問を許可いたします。 

 ６番 三島一貴君。 

○６番（三島一貴君）  ６番 三島でございます。議長より発言の許可をいただきましたので、通告

に従いまして一般質問をさせていただきます。 

 私からの本日の一般質問は、郡上ケーブルテレビ光化のこれからについてということであります。

１点のみでいきます。 

 平成30年度に郡上ケーブルテレビを光化にするということで工事が始まりました。当初３年計画

でということで進められておりますが、今年度３年目になりまして、今年度の３月が完成予定とな

っております。いろいろな状況をお聞きしてまいったところ、郡上ケーブルテレビの光化工事とい

うのは、幹線を光化するのももちろんですが、一番の大きな工事は各家庭の１本１本光ケーブルを

導入する工事だと思っております。 

 今年、このコロナの影響によって、コロナ禍によって各家庭への訪問の工事を自粛するようにと

いうことで、工事が３週間ほどストップしたということを聞いております。そのことを含めて、現

在、この光化工事の進捗状況をお聞きしたいと思いますのでお願いをいたします。 

○議長（山川直保君）  三島一貴君の質問に答弁を求めます。 

 市長公室長 日置美晴君。 

○市長公室長（日置美晴君）  それではお答えを申し上げます。 

 郡上ケーブルテレビ光化更新工事につきましては、平成30年９月10日から令和３年３月19日まで

を工期として実施しております。 

 平成30年度は主に核となりますセンター設備の整備を行い、昨年度から今年度にかけましては光

幹線の整備や各家庭の引き込み工事、宅内工事などを進めているところでございます。 

 宅内工事につきましては、昨年10月以降、大和地域から施工を開始しておりますが、御指摘のと

おり、岐阜県にも新型コロナ感染症の非常事態が出されまして、本年の4月10日から解除されまし

た５月18日までの間につきましては、感染防止を徹底するため、宅内工事は原則中止とすることと

して事業者に指示をいたしました。 

 工事の進捗ですけれども、こういった中断もありましたが、本年11月18日現在では、センター設

備及び幹線工事では99％、宅内工事では90％、旧幹線ケーブルの撤去が必要になりますけれども、
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そちらについては今やっておりまして41％となっています。全体としますと約86％でございまして、

今後、特段の支障事故が発生しなければ何とか工期内には完成できるものと考えております。 

（６番議員挙手） 

○議長（山川直保君）  三島一貴君。 

○６番（三島一貴君）  このことですが、本当にコロナ感染症の影響が大きいことでありますので、

工事業者ともしっかりと話していただいて、工期の延長も含めてしっかりと対応していただければ

と思いますのでよろしくお願いをいたします。 

 次の質問に入ります。 

 ここ数年のケーブルテレビの加入者の推移とインターネット契約者の現状はという質問をさせて

いただきますが、まず先に郡上ケーブルテレビ、皆さんは御存じだと思いますが、郡上市には郡上

ケーブルテレビというものをしてありますが、郡上ケーブルテレビの開設前に八幡の市街地におい

ては民間事業者がやられているということでして、郡上ケーブルテレビのエリアは八幡の町なかを

除いたエリアとなっております。今回の質問も、郡上ケーブルテレビのエリア内での質問となりま

すので御了承お願いしたいと思います。 

 ３番、４番に引き続き、関係する前に、先にこの数値のデータを知りたいと思います。今のケー

ブルテレビの加入者の推移とインターネットの契約者数を教えていただきたいと思います。 

○議長（山川直保君）  市長公室長 日置美晴君。 

○市長公室長（日置美晴君）  お手元の資料をごらんいただきたいと思いますが、郡上ケーブルテレ

ビの年度別加入者数につきましては、まず、テレビのほうですが、平成25年度末9,796人、平成26

年度末9,707人、平成27年度末9,620人、平成28年度末9,596人、平成29年度末9,531人、平成30年度

末9,428人、令和元年度末9,294人となっております。このようにテレビにつきましては、競合他社

への乗りかえもあると思いますが、おおむね人口の減少に比例して加入者数も減少しているものと

考えております。 

 次に、インターネットですが、年度別加入者数は、平成25年度末が4,749人、平成26年度末4,432

人、平成27年度末は4,402人、平成28年度末は4,480人、平成29年度末は4,502人、平成30年度末は

4,488人、令和元年度末は4,415人となっております。このようにインターネットついても、競合他

社への乗りかえやスマホの普及による減少もあると思われますが、新規加入もありますので、平成

27年度以降はテレビに比べて減少率が低く、また、前年度から増加している年も見られます。 

 なお、２枚目のテレビ、インターネット、それぞれの年度ごとの新規加入と脱退のグラフがあり

ますけれども、その差が１枚目の年度ごとの増減数として反映されておりますのでよろしくお願い

いたします。 

 以上です。 
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（６番議員挙手） 

○議長（山川直保君）  三島一貴君。 

○６番（三島一貴君）  データの依頼をかけまして、このように集計を取っていただきましてありが

とうございました。 

 この一般質問を今日当たるに当たっては、やっぱりこれからの郡上ケーブルテレビは大丈夫なの

かという形で質問を作らさせていただきました。今回の推移に関しては事前調査もせずに今日ガチ

ンコで聞かさせてもらいましたが、やはりこのデータを見ますと、僕が一番心配しているのになっ

ているのではないかと思っております。 

 今は答弁の中に、説明の中に人口減少という言葉もございましたが、まず最初の１枚目の話でい

きますと、テレビ、インターネットの加入者、黄色い帯のところは、これは人の数だと思うんです

が、令和元年度末でテレビは9,294人、インターネットは4,415人だと思うんですけど、その下、人

口は４万882人、テレビやインターネットの契約って世帯なんです。人口が減ってはおりますが、

１人で住んでおられる方が亡くなられた場合はもちろんテレビや契約は解約されると思いますが、

世帯でありますので、人口が１人減っても、その世帯の中で見れれば解約にはならないということ

で、ちょっとこの読み方を見ておると、やはり人口の増減率といくと比例しているように見えます

けど、実質は違うんじゃないのかというふうに思います。 

 また、２枚目のこのデータも、これは３番のほうで、次の質問で説明をさせていただきたいと思

いますが、やはりこうやって脱退の数字を見ますと、特にインターネットですと大きな山もござい

ますし、テレビのほうも増えているという、もちろん新規加入があります。事前にですね、新規加

入というのは、大体、家を新築されたとか、そういった方が多いと思って、これは固定資産税のほ

うの関係で聞きました。大体、郡上市って毎年どれぐらいの新築数があるんですかって確認をした

ら、平均すると約100軒ぐらい建ってみえたんです。新規の加入、テレビの加入だと100件以上ある

もんですから、また、この数字の見方というのはどうなってくるのかと大変興味のあることですの

で今後調べていきたいと思いますが、こういったデータを手元におきながら、次の質問に入らさせ

ていただきます。 

 ３番目には、民間事業者のサービスの影響は、加入料の考え方はという形で書いていますが、郡

上ケーブルテレビが光化する前には民間事業者が１社、先ほど言いました郡上市の中でいくと白鳥

町が光サービスを開始されました。もう１個は八幡町の町なかで開始をされておりました。こちら

は郡上ケーブルテレビのエリア外ということなので除かさせていただきますが、そして、タイミン

グ悪く郡上市がケーブルテレビを光化すると発表して工事を始めた途端、またもう１社、民間事業

者が市内で光通信のサービスを始められました。そういったことの関係で、郡上ケーブルテレビと

しての影響はという質問をさせていただきましたが、今のデータでいきますと、これがもろに、こ
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れで全てがわかりました。 

 ２枚目の右側のインターネット新規脱退の推移という表を見ていただきますと、まず、オレンジ

の線が脱退数だと書いてありますが、いきなりドンッと618脱退数がございます。これは平成26年。

先ほど言いましたケーブルテレビが光化になる前に白鳥町でサービスを始めた民間事業者の影響だ

と思っております。それで、平成30年に光化工事を始めて、また民間事業者が１社入ってこられた

ということで、やはり同じように、一番うしろ、ここに466人の脱退者がおります。これが民間事

業者の開設の影響だということがこの数値でわかると思います。 

 また、今日ひとつパネルを作ってまいりましたので、これを。 

 これは議員のほうには手元に資料として配布してありますので、そちらをごらんください。 

 これは今現在、郡上ケーブルテレビの加入に基づいたものでございます。 

 まず、郡上ケーブルテレビ光化工事後の場合の一般加入者の場合ですが、インターネットの加入

料、これは、現時点、郡上ケーブルテレビに加入をしておって、テレビしか見られていない方、追

加でインターネットを申し込みたいという方は加入料は１万円かかります。また、インターネット

をするための工事料、宅内の工事がありまして、それが１万8,000円かかるそうです。 

 例えば郡上ケーブルテレビに加入をしていない方、その方には、まず、郡上ケーブルテレビに加

入をしていただかなければなりません。まず、加入料が６万円。今度、ケーブルテレビの工事費に

３万円かかるそうであります。 

 その下にいきますと、加入者がインターネットを契約する場合は、先ほどケーブルテレビに加入

しておる方がインターネットを追加する場合は合計で初期費用２万8,000円。郡上ケーブルテレビ

に加入をしていない方、その方はケーブルテレビの加入料プラスインターネットの加入料ダブルで

かかってきますので11万8,000円かかります。 

 今度、月々の固定費用にいきます。ケーブルテレビでいきますと、テレビが基本チャンネル料と

して月1,500円。インターネット、インターネットにはさまざまな種類があります。今回は一番高

い１ギガコースというコースで計算をしておりますが、それが6,500円。そして、電話のほうも郡

上ケーブルテレビが用意しております。光電話のほうを用意しておりまして、ケーブルラインが

1,290円。そうすると、一般加入者の場合は9,290円、月額かかる形となっております。ちょっとこ

の数字を覚えていただきまして。 

 それで、今の郡上市に介入してきました民間事業者の場合でございます。 

 契約にも応じていろいろあるんですが、また、長期契約といいまして、２年、３年を長期で契約

するという条件を含めれば、先ほど言いました郡上ケーブルテレビが11万8,000円かかる場合です

けど、民間事業者の場合はほぼゼロとは言いませんけど、数万円でインターネットとテレビを見る

ことができるそうでございます。月々費用におかれましても、ケーブルテレビですと9,290円でし
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たが、民間事業者の場合ですと大体半額の費用で月々インターネット、テレビ、電話までサービス

をしているというのがここ最近の現状であります。 

 そんな中、私の周りでいろいろな話を聞いておりますと、まずはＩターン、Ｕターン、Ｊターン

の方、もしくは移住者の方、そろそろ郡上市に帰りたい、郡上市に行きたい、郡上市に住んで、今

は必ずネットは必要です。ネットをどうしようかといったときに今の壁にぶち当たるんです。郡上

ケーブルテレビでしたら11万8,000円もかかる。でも、民間事業者だったらほぼ安い金額でできる。

月々も全然違う。それなら民間事業者にしようかな。 

 また、今は実家に住んでいまして、親と一緒に住んでいます。結婚されて若い方たちが家を新築

されるんです。家から親と離れて、自分たちの家を建てて暮らす。さて、そうするとインターネッ

ト、テレビが必要です。どうしようかな。先ほど言った壁にぶち当たるんです。家を建てるのに精

いっぱいであるから、こんな初期費用はよう払わんな。そんなことで安い民間事業者のほうへ流れ

ている。そんなことを多くお話を聞いております。 

 そんな中で、もちろん加入料というものは郡上市のも条例で定めておりまして、決めておるとこ

ろでもあります。しかしながら、こういった壁が目の前に迫っております。こういったことに対し

て、市としてはどのようにして考えてみえるのか、今日は質問をさせていただきますのでお願いを

いたします。 

○議長（山川直保君）  答弁を求めます。 

 市長公室長 日置美晴君。 

○市長公室長（日置美晴君）  市内におきましては、複数の通信事業者がインターネットサービスを

提供されていますが、平成31年２月ごろからは、御指摘のとおり新たに大手事業者の参入がありま

して、主に八幡町、大和町、白鳥町、高鷲町地域で積極的な勧誘が行われておりまして、インター

ネットやテレビ、また、電話のサービスも提供されているようです。 

 大手事業者参入に伴う郡上ケーブルテレビの加入者への影響につきましては、当該大手事業者が

加入促進キャンペーンを開始されたと思われます昨年の２月から本年10月までの21か月間で、当該

事業者への乗りかえと確実に判断できるものは、テレビで112件、インターネットで121件と思って

おりまして、この数はこれまで以上に加入者の減少に大きな影響を与えるものと認識しております

し、御指摘のとおりです。 

 また、御指摘のとおり、郡上ケーブルテレビの加入料や引き込み工事費、宅内工事費は、加入者

に御負担いただくことが条例で定められておりますが、加入料につきましては、指定管理者が条例

の範囲内で市長の承認を得て定めることが可能であること、また、引き込み工事費及び宅内工事費

についても、市長が特に必要と認めるときは工事の費用の一部、または全部を市が負担することが

できるものとしており、他社の参入に対し柔軟な対応ができるよう平成30年の９月に光化事業に係
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る諸規定の整備の際に合わせまして改正をしたところでございます。 

 郡上ケーブルテレビでは、それをもとに昨年８月から10月の期間において、新規加入促進者キャ

ンペーンを実施しました。新規加入料についてテレビを半額、インターネットは無料、また、引き

込み工事費も無料として加入促進を行い、期間中には57件の申し込みをいただきました。 

 今後も競合他社の市内における動向ですとか、他市のケーブルテレビ局における競合他社の参入

への対策状況など、アンテナを広げて情報を収集しながら、加入料をはじめとする初期費用や月額

利用料につきましても検討していきたいと考えております。 

 なお、市が整備をさせていただいた関係で、これまでの加入者との平等性、公平性であるとか、

また今後の、今回もケーブル光化にするに当たって、基金を積み立てて、それを活用して事業を行

っているということも考えていますが、そういうこともございますので、やはりある程度の大手に

対抗してずっとゼロにしてしまう、近い数字にしてしまうとか、そういったことはなかなか難しい

というふうに考えております。 

（６番議員挙手） 

○議長（山川直保君）  三島一貴君。 

○６番（三島一貴君）  答弁の中でありましたように、民間事業者に対抗して価格勝負をすればいい

というものではないと僕も思っております。安くしてたくさん加入者を、それは民間事業者の考え

方であって、やはりこれは公共のものだということの考えを貫いていただきまして、それはそれで

大事だと思っておりますが、ただ、やはり民間事業に流れているのは正直現実であります。 

 安くして、月々の費用も安くして施設の運営ができなければ、経営ができなければ、それでもは

や破綻ということもありますが、このあたりをしっかりと考えていただきまして、何とか、全て奪

うわけではありませんけど、ケーブルテレビの加入者が維持できるということをお願いをしたいで

すが、このことにつきまして、次の質問も続きますので、続かさせていただきますが。 

 やはり、ここで今後の光の活用方法はという形で質問を出しておりますが、今の話でもあります

ように、やはり加入者がたくさんおるからこそいろんなサービスができていきますし、やはり公共

サービスということで、公共サービスをしっかり出すんであれば加入者がしっかり加入していなけ

ればならないというのが現状だと思っております。 

 そして、この郡上ケーブルテレビの光化ですけど、光化というのは光にすることが目的ではなく

て、これは過程であって、この光をどうこれから活用していくのかということが一番大事だと考え

て思っておりますので、このことに対して質問をさせていただきますが、この光というのは、今ま

でのインターネットで高速通信のインターネットもございましたが、片方だけの高速なんです。光

にすると双方向早くなる。 

 これはちょっと簡単に説明させていただきますと、ケーブルテレビも光化になる前そうだったん
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ですが、皆さん、インターネットを見ますよね。そのときに見るというと、インターネットをパソ

コンの画面に表示するということは、向こうから情報を取り出すんです。向こうから情報が来る。

それが高速だったからインターネットが快適に見れた。これが今までのインターネットだったんで

す。 

 しかし、光になりまして、双方向は早くなります。今までのときは、来るだけが早くて、こっち

から送る場合は大変遅かったんです。10分の１ぐらいのスピードだったんです。100で来るもんや

ったら１ぐらいでしか送れなかったというのが現状なんですが、光になりますと双方向早くなるも

んですから、来るのも送るのも全く同じスピードぐらい速いというところで、やはりこういった光

を活用するに当たっては、双方向早いもんですから、今までのインターネットは情報を得とっただ

けですけど、こちらから送ることができます。大きなデータを送信することができる。これに基づ

いて今のテレワーク、企業等は光を大事にしているんです。都市部だけじゃなく、地方でも仕事が

できるというのはそういうことなんです。地方へ行って、光のインターネットさえあれば、場所を

選ばずにインターネットで物を送信するという、データを送信できれば場所を問わずにできる。こ

れが光のよさでありますし、また、映像のやり取りもできます。過去の一般質問で鳥獣被害のとき

に質問をさせていただきました。例えばわなにカメラを仕掛けるんです。そうすると、そのわなを

遠隔で市役所におって、そのわな、例えばここは八幡町ですね。白鳥町にわなを仕掛けて、そこに

監視カメラをつけます。わなを監視するカメラをつけます。それが光になれば双方向早いもんです

から、向こうからデータのやりとりができるということから防犯カメラ、また、監視カメラという

ことにも活用ができるのが光であります。 

 そういったことで、まだまだ光の活用方法はあると思いますし、もう一つですが、これはお願い

をさせてもらいながら質問をさせていただきたいんですが、コロナ対策の提言の中にも１つ入れて

いただきましたが、やはり小中高の子どものおる家庭に対しての補助を出していただきたい。なぜ

かと言いますと、今のこのコロナ禍において、オンライン授業が積極的に進められてきます。我が

市においてもタブレット１人１台ということで導入を進められて、来年度には進めるということで

ありますが、なぜかと言いますと、今回、このコロナで学校が休学中に高校がオンライン授業に取

り組みました。私もその様子を見させていただきました。 

 いろいろと話を聞いておりましたら、中にはオンライン授業を受けとっても映像が止まると、先

生の映像が止まるという話を聞きました。それはなぜかと言いますと、先ほどの資料で、郡上ケー

ブルテレビの場合でいきますと、さまざまなコースがあります。金額の小から大からありますが、

何が違うかというとスピードなんです。インターネットのスピードです。ちょっとごめんなさい。

これは光になってからの数字ですので、光になる前の数字ですからちょっと金額は違いますけど、

同じで郡上ケーブルテレビはスピードに応じで値段を決めております。１ギガ──1,000Ｍのこと
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なんですけど、1,000Ｍになると6,500円。２Ｍ、車でいうと２キロで走るんだったら2,000円です

よと。そのかわり1,000キロでスピードを出すんだったら6,500円ですよと。スピードに応じて毎月

の費用が変わります。 

 先ほどの止まったという話では、皆さん、月額費用を抑えたいもんですから安いコースに入って

みえるんです。そうするとスピードが出ないもんですから、向こうから先生の映像が来ても止まっ

ちゃうんです。インターネットが遅いもんですから映像が追いつかないという状況であります。そ

ういった形で、家庭の中では月額費用を抑えたいということで、どうしてもそういった遅いコース

に入ってしまうんです。 

 これからオンライン授業も見据えた形でやっていくんであれば、こういったところに補助、また

はインターネットをやられていない家庭も、当初の頃の集計でありますけど、１割、２割の方がま

だ郡上市の中で、お子さんを持つ家庭の１割ぐらいの方がインターネットに加入していないという

のも、アンケートの中で結果が出ておったというのが現状でありますので、例えばインターネット

の加入、もしくはそういったインターネットの月額費用に補助を、郡上ケーブルテレビの加入者に

対して補助は出せないかと。そうすると、やはり郡上市の情報インフラを契約してもらえる、また

は、例えば子育て世代にオンライン授業のために補助を出してというと教育委員会だけの問題にな

ります。だけど、やはりこれは市の全体的なことを考えて、郡上ケーブルテレビの加入者を増やす

という１つの方法の情報課の案であって、教育委員会でいきますと子どもたちのオンライン授業が

快適にできる方法、または、郡上市は郡上ケーブルに加入している子育て支援ということで健康福

祉部にもまたいだ大きな施策になってくると思います。そんな形で、どうか小中高のお子さんがみ

える家庭のそういった補助制度の新設を含めて、こういったこれからの光化について考えていって

いただけれたらと思います。 

 そのことも含めて、これからの今後の光の活用方法について市長に質問をさせていただきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（山川直保君）  答弁を求めます。 

 市長 日置敏明君。 

○市長（日置敏明君）  今、お話がありましたように、せっかく光化をしたということは、おっしゃ

るように光化そのものが目的ではなくて、これを有効に活用するということが眼目でありますので、

これから大いに活用をしてもらいたいというふうに思っております。 

 この活用の方法としては、もちろん個人がいろいろ活用される場合もあるでしょうし、これまで

業務としてビジネスの上でもなかなか支障があるということがありましたので、そういう点は郡上

市全体にわたって大幅にこの状況が改善をされてくるというふうに思いますので、その点を私ども

も、今、事業の完成に一生懸命になっておりますけれども、合わせてＰＲをしていきたいというふ



－９４－ 

うに思っております。 

 それから、そのこととの関連で、特に今、ＧＩＧＡスクール構想に関連した子どもさんたちが今

度整備をされたパッドを家へ持っていってオンラインでのいろんな学習をするとかっていうときに、

必ずしも環境が十分に備わっていないという方もいらっしゃるということで、そうした点をどうす

るのかという問題提起だというふうに思います。 

 この点については、もちろん郡上ケーブルテレビの経営上の問題からはそうした点を配慮して、

郡上ケーブルテレビの視聴者について、そういうお子さんのある所についてはいわば補助金を出す

とか、いろんな制度を、サポートシステムを作るということが考えられると思いますが、ただ、一

方、郡上市の教育という点から考えると、必ずしも小中学生の中で、先ほど来、お話の出ている民

間他社のネットワークを使っておられるということもあって、そういう場合に、教育の面からして

そちらのほうは対象にはしないということがいいのかどうかという問題は、また改めて別の問題と

してあるというふうに思いますので、御提言は御提言として教育委員会等の意見も十分聞いてやっ

てまいりたいというふうに思います。 

 いずれにしろ、先ほど来お話がありましたように、このケーブルテレビが平成16年合併以来始ま

って、インターネットサービスも始まったわけですけれども、そのころはいわゆる競合他社という

ものはなかった時代であります。一部、どんどんでき始めたんですが、最初のころはほとんど幹線

道路沿いだけという形でありましたので、むしろ、それを今回こういう形で郡上市全域にわたって、

私どもとすれば伝送路を張りなおすという形で大幅に改善をしたわけですけれども、いずれにしろ、

片一方では経営という問題を抱えておりますので、いろんな情勢の変化に対応をしなければいけな

いというふうに思っています。 

 ただ、これも１つの公共料金でありまして、これまでいただいていたものをこれからは非常に破

格に安く恒常的にしていくということもなかなかやりにくいという面もあります。それまでに負担

していた人たちに対する公平性はどうなのかとか、そんな問題もありますのですが、いろいろと御

指摘の点はよくわかりますので検討してまいりたいというふうに思います。 

（６番議員挙手） 

○議長（山川直保君）  三島一貴君。 

○６番（三島一貴君）  今回、市長がコロナのことに対して、情報発信の１つとしてケーブルテレビ

を使って発信をされておりました。これは、見ている見ていないかという視聴率の問題ではなくて、

どれだけ市民の方が見れる環境にあるのかというのが大事だと思っております。だから、やはりど

うしても市民の方にはぜひ公共放送として郡上ケーブルテレビが見れる環境を整えていっていただ

きたい。 

 変な話、当初の目的は全戸にケーブルテレビを引くということでありましたが、今でいくと、こ
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れだけ見れない方がいるという中で、本当に公共放送としていいのかという心配もありますし、一

番の心配は、将来的に加入者がいなくてインフラの整備、管理だけしていかなければならない、加

入料は減少していくばかり、加入料と使用料はそんなに入ってこないのに赤字補填のような形で郡

上ケーブルテレビを守りしていかなきゃならないというのは一番心配でありましたので、今回、こ

のような形で質問をさせていただきましたので、しっかりと考えていただいて進めていただきたい

と思います。 

 ５番の最後の質問になります。 

 今現在は指定管理者の形でケーブルテレビの運営を行っています。今回の議会でもそのような提

案が出ております。今回、コロナで外出ができませんので、よく家におってテレビを見させていた

だきました。ケーブルテレビも普段より、なかなか民放に比べるとみる回数は減るんですけど、や

はりチャンネルを回させてもらって12番になりますと、郡上市のと思ってふとテレビを見たら、10

年前、15年前の映像を流してみえるんです。話を聞きましたら、やっぱり取材にいけないからとい

うことでありましたけど、僕はすごいすばらしいと思ったんです。15年前の映像があって、今日ち

ょうどほかの議員さんもみえますけど、15年前の議員さんの姿も見れるんです。皆さん若いなんて

形で見ておって、なつかしいと思ったり、僕も15年前おったときにはこんなことをしとったんだと

かっていう形で、本当に懐かしく見させていただくことができました。ああいったことも本当にす

ばらしいことだとありましたし、あれは地元の企業が、事業者が運営をやっているから早くさっと

対応ができてああいう放送が流せたのかと思っております。 

 なかなか指定管理というものは行政主導が基本であって、指定管理者が思うようにできないとい

う点があると思っておりますが、こういった形で、民間事業者の方と一緒に、指定管理の事業者の

方とも知恵やそんなことをやりながらやっているのは十分わかっておりますが、しかしながら、こ

れからの郡上ケーブルテレビのあり方も含めて、このことの考え方、指定管理者でやっていかれる

のかという考え方を最後に市長に質問をさせていただきたいと思います。 

○議長（山川直保君）  市長 日置敏明君。 

○市長（日置敏明君）  今、お話がありましたように、郡上ケーブルテレビ、平成16年の４月、ほぼ

郡上市発足とともにスタートをしたということでありますけれども、そのことはいわば情報課の職

員と、市の職員が直営でやっておりました。これを平成25年だったと思いますが、４月から指定管

理者制度という形で郡上ネットという、いわば郡上市もその中に出資をさせていただいておりまし

て、地元の関係の皆さん、そして、また岐阜市にあるＣＣＮだったしょうか、向こうのほうで有線

テレビを幅広く広域にやっておられる事業者にも入っていただいて、そういう管理主体をつくって

いただいて、そこでやってまいったわけです。 

 これで、今年度で８年間が過ぎようとしておるわけですが、その間、私ども見ておりまして、少
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ない人員でよくやっていただいているというふうに思います。それから、こうした、特にケーブル

テレビという形になりますと、地元の皆さんに親しまれる、そして、皆さんができるだけたくさん

の方があのテレビに出ていただいて、私が出ているんでちょっと見てよというぐらいの感じのコミ

ュニティ放送になっていくということが非常に大切だと思います。その線に沿って努力をしていた

だいていると思います。 

 まだまだ、当然、質の向上であるとか、量的な問題でも、いつひねっても同じ番組を何回もやっ

ているという形にどうしても今の状態ではならざるを得ない面もありますけれども、そうした点を

改善をしていってもらえればと思っています。 

 番組の内容については、市民の皆さんからなる番組審議会というものもあって、いろいろ御意見

はいただいて、それをきめ細かく対応をしておりますので、今後とも、その質を磨いていっていた

だきたいというふうに思っています。 

 ただ、今、お話がありました指定管理者制度も、一種の広い意味での公設民営ではあるんですが、

もう少し違うやり方で、いわゆる公の施設としてのテレビ放送という形でない方向に切りかえてい

る自治体もたくさんあることも承知をいたしております。 

 今、郡上ケーブルテレビのほうも、郡上市とそのケーブルテレビの関係者等で、そうした自治体

の実例等も実際に現地へ行って調査をさせていただいているということであります。例えば郡上市

と御縁もある市でありますが、大分県の臼杵市等へも行って調査をしてきたというふうに私も報告

は受けております。ここですと、伝送路は10年間はそういう契約破棄をしない契約という、最近で

はＩＲＵ契約というんだそうですけれども、そういう契約方式でやり、そして、放送機器等につい

ては当面は無償で貸し付けると。そのかわり、それを今後更新するときはその会社の責任でやって

ちょうだいというようなやり方で、今、やっているという話も報告は受けております。 

 郡上ケーブルテレビも、これは市と、それから、今の受け手の郡上ネットとのいろんな考え方も

あると思いますので、メリット、デメリット、あるいは最後はやはり地域放送としての公共的な責

任というものをしっかり果たしていけるかどうかということだと思いますし、それから、例えば機

器整備等について、臼杵と同じような方式でやるとすると、あとはそれを独力でやる力がある事業

体でないと困るというようなこともあると思いますので、もろもろのことを検討をしながら進めて、

よりよいものにしていきたいというふうに思っています。 

 ただ、公設民営ありきという形で方向づけをしたわけではありませんので、広い視野からいろい

ろと検討をしてまいりたいというふうに思います。 

（６番議員挙手） 

○議長（山川直保君）  三島一貴君。 

○６番（三島一貴君）  本日、一般質問の御答弁をありがとうございました。郡上ケーブルテレビが
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しっかりと運営ができること、また、市民がケーブルテレビに加入しなければならない、郡上ケー

ブルテレビを見ていてよかった、やっぱり見なければならない、加入していなければならないとい

うふうに思っていただいて、脱退者がなく、たくさん加入者もおって、最終的には全戸数、全ての

ところに公共放送が流せるような仕組みになることが一番の願いではありますが、そんな形で、こ

れからもしっかりとケーブルテレビに対しては取り組んでいただきたいと思いますし、また、見さ

せていただきながらしっかりと御指摘もさせていただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願

いいたします。本日はありがとうございました。 

○議長（山川直保君）  以上で三島一貴君の質問を終了いたします。 

 それでは、昼食のため暫時休憩をいたします。再開は午後１時を予定いたします。 

（午前１１時５５分）  

──────────────────────────────────────────── 

○議長（山川直保君）  休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

（午後 １時００分）  

──────────────────────────────────────────── 

◇ 田 中 やすひさ 君   

○議長（山川直保君）  11番 田中やすひさ君の質問を許可いたします。 

 11番 田中やすひさ君。 

○１１番（田中やすひさ君）  議長より発言の許可をいただきましたので、通告に従いまして一般質

問をさせていただきます。 

 初めに、新型コロナウイルスの市民への精神的影響について質問をいたします。 

 県内では、第３波といえる状況になっています。重要視すべきは医療崩壊を防ぐことだというふ

うに思います。全国的に感染拡大地域の病床数が懸念されている中で、岐阜県内での病床使用率は

先月末で15.7％であり、早くから感染判明者の医療機関への入院か、宿泊療養施設への入所を徹底

できるように準備を進めてきたことが成功してきたと新聞でも指摘がされていました。これは、陽

性者は自宅ではなく原則入所という感染拡大を防ぐ方針を徹底することを前々からやってきたこと

の成果といえ、先日の中日新聞にも家庭内感染につながることや急変リスクなど、自宅療養のリス

クが書かれていましたが、県内では12月２日現在で０名であるとも記されていました。 

 一方で、県、市とさまざまな経済対策も打ちながら、地域経済を守るという点においても取り組

まれており、当議会においても、さらなる補正予算を審議、可決したところであります。また、市

内でも新型コロナウイルスの感染が確認されましたが、市民の皆さんは極めて冷静な対応をされて

おり、引き続き予防に努めようと努力をされております。郡上市民として極めて誇らしいと感じて

います。 
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 このような状況の中で、今回は新型コロナウイルスの市民への精神的な影響についてお尋ねをし

たいと思います。 

 議会からも文教民生常任委員会を中心のコロナ禍の児童生徒へのケアなど以前提言し、市も取り

組んでおられます。そういったことを踏まえて幾つか質問をさせていただきますが、時間の関係上、

一括して質問しますので、それぞれ答弁をよろしくお願いをいたします。 

 まず、子どもたちや若い世代への影響についてであります。 

 休校明けの不登校や欠席など子どもたちの状況について、また、高校生の欠席が目立つとの声を

聞いておりますが、現状についてお伺いをいたします。 

 次に、緊急事態宣言が解除されたのちの、つまり秋にかけて全国的に自殺が急増しているとの報

道を耳にしています。本市の自殺の状況やうつ病及びひきこもりの状況について把握している範囲

で教えていただければというふうに思います。 

 私のスマホにはニュースが入ってくるようになっているんですけども、先月末、こんなニュース

が入ってきました。28日、午後11時10分ごろ、東京都町田市の小田急線多摩川学園駅前で、80代と

50代の女性２人が新宿駅行の特急電車にひかれて死亡した。警視庁町田署が29日明らかにした。

２人が並んでホームから飛び込む様子が防犯カメラに写っており、自殺とみられるというようなニ

ュースでありました。 

 私はこのニュースを見て、この方々がどういう思いでこういったことを選ばれたのかということ

はわかりませんでしたが、みんなが生きるに値すると感じられる社会になって欲しいということを

切に感じましたし、生きることが苦痛と思えるような社会を自分の子どもたちに残していきたくな

いということを強く感じました。１人の大人として、自分自身は令和の時代をもっと大らかでのび

のびとした時代にしたいというふうに思いますし、そういう社会を子どもたちに残したいというふ

うに思っています。 

 自殺は原因が複雑かつ複合的で非常に難しい問題ですが、１つのアプローチとして、自殺者の

２割が未遂者というデータもあるそうです。そういった未遂者へのケアも含めた総合的なコロナ禍

での市民の精神的な影響への対策をどうお考えかそれぞれ御質問しますのでよろしくお願いをいた

します。 

○議長（山川直保君）  田中やすひさ君の質問に答弁を求めます。 

 教育長 熊田一泰君。 

○教育長（熊田一泰君）  それではお答えします。 

 月ごとの不登校の状況は、病気やけがなどを抜いた７日以上の欠席を不登校とカウントしており

ます。市内の小中学校児童生徒の休校明けとなる７月からの不登校の状況は、７月が昨年度22人か

ら本年度25人で３人増、ただし、本年度は７月の授業に日数が７日多いです。八、九月は昨年度33
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人から本年度39人で６人増、ただし、本年度は授業日数が３日多いです。10月は昨年度31人から本

年度37人で６人増、休校明けの不登校は昨年に比べ増えているといえます。 

 八、九月の内訳を小中別で見てみますと、小学校は６人増、中学校は増減なし、10月は小学校は

４人増、中学校は２人増と、小学校での増加が目立ちます。これは約３か月の休校明けのあと、学

校が始まり、心や体への疲れやストレスが小学校ほど欠席に結びついていると考えられます。子ど

もたちにとって楽しみである宿泊研修や運動会などが中止になったり、縮小されたりしたこともあ

る程度影響があると考えております。 

 高校の不登校の状況でございますが、高校は県教委直属であり、教育委員会の管轄が違うため、

個人情報に関係することで詳しい内容は教えてもらえませんが、市内の高校への直接の聞き取りで、

ある程度の概要は聞くことができました。 

 また、県下での高校での休校明けの不登校が増えているということは、全県的な傾向であるとい

うことも聞きました。まず、市内２校の高校のうち１校は例年と変わらないとのこと、新型コロナ

の影響により不登校が増加したとは感じられないとのことでした。もう１校は、昨年度は１日の欠

席者数が平均して数人だったのが、今年度、休校明けは多いときで20人を超えるときもあったとの

ことです。これは、始業式から６月まで登校できなかったことで人間関係がうまく構築できず、行

事も実施できないことで新たな人間関係を築く機会も少なかったため、自分の居場所をうまく作れ

ない生徒が増えたためではないかと推測されてみえました。現在は、家庭訪問や教育相談、カウン

セリングなどの支援により改善傾向にあるとのことです。 

 郡上特別支援学校高等部は、欠席等に特に変化はないとのことでした。 

 高校の現状については以上の様子です。 

 いずれにしても、新型コロナ感染症による休校や行事の中止、制限された生活などが子どもたち

の心や体に影響を与え、不安定になっていることは十分に考えられます。近隣の市では、臨時休校

中の家庭でのゲームやネット依存により、昼夜逆転などによる不登校や暴言、暴力事案が急増し、

市のＰＴＡが全戸に緊急の注意喚起文書を配布したところもございます。郡上市では現在のところ、

そのような状況にはなっておりませんが、学校であらわれていないだけで家庭でのネット依存など

の心配は十分考えられます。他市の緊急文書を全学校に伝え、各学校で指導してもらいました。ま

た、このことは郡上市連合ＰＴＡにも伝えてあります。 

 郡上市の小中学校において、急増とまでいっていないのは各学校での指導、支援、家庭でのサ

ポートのおかげであると考えます。しかし、まだまだ新型コロナは収まらず、不自由な生活が続く

ことを考えますと、不登校が増加していくことも心配されることでございます。 

 高校については、今後も情報共有に努め、中学校から由来する不登校傾向については、アドバイ

スなど、援助を惜しみません。先生方には子どもたちの様子をよく見てもらい、子どもたちに寄り
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添うことを大事にするとともに、家庭とも連携を取って、子どもたちが安心して生活でき、学ぶ喜

びも感じられるよう配慮してもらうよう、各学校にお願いしていきます。 

 不登校が急増している学校には教育委員会からもスタッフを派遣し、個々のケース会議に参加す

るなど、サポートを継続していく所存です。 

○議長（山川直保君）  健康福祉部長 和田美江子君。 

○健康福祉部長（和田美江子君）  それでは、新型コロナによります市民への精神的な影響について

お答えをいたします。 

 現在のところ、うつなどの精神疾患やひきこもりに関してはコロナによる影響について把握する

方法がない状況です。市内の自殺の状況につきましては、令和２年の１月から10月の暫定数値で

９件というふうになっております。昨年の１年間の７件を既に２件上回っております。性別で見ま

すと、男性が６件、女性が３件、年代別で見ますと、30代・40代合わせまして５件、80代以上４件

というふうになっております。今のところ、９件の自死の原因はコロナに関係したものは把握され

ておりません。 

 自殺につきまして、国の中間分析で７つのポイントが全国的な傾向として示されています。その

５つを見ますと、本年の自殺の動向は例年とは明らかに異なっている。４月から６月の自殺者数が

例年よりも減少している。さまざまな年代において女性の自殺は増加傾向にある。８月に女子高校

生の自殺が増加している。自殺者は依然として女性より男性が多いというように示されております。 

 これらの状況を市の状況と比較しますと、女性より男性が多い状況は同じでありますが、４月か

ら６月の減少や女性の増加傾向、女子高校生の増加等につきましては、現在の市では該当は見られ

ない状況です。ただ、コロナ禍により日常生活がこれまでと変化しており、感染に関する漠然とし

た不安感、低迷する経済への影響、そういったところは今後自殺者が増加することも懸念されるた

め、中間分析の残りのポイントであります自殺報道の影響と考えられる自殺の増加がみられること

や、政府の各種支援策が自殺の増加を抑制している可能性があると示された内容を含めまして、継

続的に動向を注視していきたいというふうに思っております。 

○議長（山川直保君）  副市長 青木修君。 

○副市長（青木 修君）  死を選ばざるを得なかったという状況に追い込まれる、あるいは追い込ま

ないということが非常に大事だと思っておりますが、そうした場合に、やはり相談ができる窓口と

いうものをわかりやすく、そして、幅広く市民の皆さんに伝えていくということが大事だろうとい

うふうに思っています。現在、私の手元のなかに、こういう1人で悩まないでというビラがありま

すが、この中には心と体についての相談、それから、困りごとの相談、この中には労働問題、いじ

め、あるいはハラスメント、過重労働、こういったこともありますし、就職、就労、そういった内

容についても相談ができるようになっています。また、多重債務についても同様に幾つかの相談窓
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口があって相談ができるということになっておりますし、それから、ＳＮＳを通じても相談の窓口

というのが開かれておりますので、そういったことについて、幅広い情報を市民の皆さんにお伝え

するということがまずは大事だろうと思います。 

 そうした相談だけでなくて、やはり新型コロナの影響であろうと思われる要因としては、実際に

感染への不安が当然あると思います。それからまた、社会生活や経済活動を継続していくというこ

とについての不安もあると思う。同時に、将来どう生きていくという不安もあると思う。そういっ

たことについては、今まで市のほうで幾つかの支援策等を打ってまいりましたけれども、そういっ

たことについて改めて検証をしながら総合的に支えていくという体制を作っていくことが大事だと

いうふうに思っておりますので、心の部分と全体を支えるという体制の部分の両面で何とかこの苦

境を乗り切って、死を選ばざるを得なかったということが起きないようには努めていきたいという

ふうに思っています。 

（11番議員挙手） 

○議長（山川直保君）  田中やすひさ君。 

○１１番（田中やすひさ君）  まず、教育長がおっしゃいましたけども、やはりコロナの影響かどう

かは別として、不登校等が増えているというようなお話がございました。もちろん学校は勉強をい

ろいろ教えていただいて、子どもたちが1日の大半を過ごす場所であって、親からすると今日１日、

子どもが楽しく過ごせたんかなという部分というのは本当に一番気になるというか、自分自身が感

じる部分ですので、子どもたちの心にこれからもしっかりと寄り添うような形で支援をしていただ

ければというふうに思いますので、よろしくお願いをいたします。 

 また、自殺についても、副市長がおっしゃられた方向性というのは非常に私も賛同をするもので

ありますので、ぜひ総合的な対策をしながら、やはりこの郡上で生きてよかったなと、市民の皆さ

んが心から感じられるように、引き続きの手厚い支援をよろしくお願いをしたいと思いますので、

この質問を終わりたいというふうに思います。 

 続きまして、社会情勢の変化に対応した新たな施策について大きく２点質問をいたします。 

 市長は４期目の任期をこの議会の場でこのように述べられておりました。情勢の変化や技術革新

などにも柔軟に対応しながら、持続的発展をかけての確かな歩みと果敢な挑戦を進めなければなら

ない極めて大切な時期であるとおっしゃいました。 

 質問は、この市長の御発言に基づいて、ぜひ果敢な挑戦をしていただきたくさせていただきます

のでよろしくお願いをしたいと思います。 

 初めに、午前中でも議論がありましたゼロカーボンシティについてであります。 

 改めて申し上げますと、ゼロカーボンシティとは、2050年までにＣＯ２排出実質ゼロを表明する

自治体を指します。2020年10月１日現在では157の自治体にまで拡大をしています。ゼロカーボン
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シティを名乗るには、2050年までにＣＯ２排出実質ゼロを目指す旨を首長みずから、もしくは自治

体が表明すればよいことになっています。つまり、首長や自治体の意気込みの表明であり、それに

向けた計画策定や議会や市民の承認といった政策的な裏づけは、現時点では伴わなくてもよいとさ

れています。 

 そして、環境省は、ゼロカーボンシティを宣言した自治体への支援として、2021年度当初予算案

の概算要求でゼロカーボンシティ実現に向けた地域の気候変動対策基盤整備事業や地域に根差した

地域再エネ事業を推進するために、再エネの最大限導入の計画づくり及び地域人材の育成を通じた

持続可能でレジリエント──レジリエントとは自然災害に強いという意味ですが──レジリエント

な地域社会実現支援事業を計上をされています。 

 市長は先ほどの９番議員の質問の中での答弁で、ゼロカーボンシティについては、どこをどうす

ればゼロカーボンに向かうことができるのか検討していきたいと、検討した上でこの宣言というも

のを考えていきたいような答弁をされたというふうに思います。 

 しかしながら、今、環境省の考え方は、ゼロカーボンシティを宣言された自治体に対して、その

自治体をサポートしながらどういうふうな方向性づけでその自治体がゼロカーボンを実現していく

かということに対して予算措置や人材に対する支援をしていくというようなことが環境省の考え方

であります。 

 つまり、市長がおっしゃっているように、まず自分たちでどういうような方向性でゼロカーボン

に向かっていこうかということを考えるということを環境省は期待してこの制度設計を作っている

わけではなくて、環境省自体は、まずゼロカーボンシティに向かってほしいと、そのための意気込

みとして出していただければ、我々はしっかりサポートをしていきますということがこの環境省の

ゼロカーボンシティの国の考え方だというふうに、私はこの制度から認識をするわけであります。 

 さらに、また議会にも市民の皆さんから陳情がございまして、郡上市もぜひゼロカーボンシティ

を宣言してほしいとの声も市民から上がっているという現状であります。 

 また、先日の農業振興大会で、市内で活動する多くの方々の事例発表を聞きながら、私はまさに

これはＳＤＧｓだということを感じて聞いていました。すなわち、みんなが今だけ、私だけではな

くて、みんなが未来の責任を持って活動してみえると感じました。市民の皆さんの陳情もまさに未

来への責任を果たそうとする思いであるというふうに思います。 

 市民のこうした思いに応えるためにも、さらには環境省の考え方にのっとれば、郡上は今こそゼ

ロカーボンシティを宣言すべきだと自分は思いますが、市長の御所見を改めてお聞きしたいと思い

ます。 

○議長（山川直保君）  市長 日置敏明君。 

○市長（日置敏明君）  お答えをいたしたいと思いますが、環境省の考え方は私どももよく確認をし
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たいというふうに思いますが、私が考えますに、ゼロカーボンシティという都市という名前がつい

ているということは、この宣言は最終的にはどういうことを目指すのかということについては、そ

れなりに取り組みのフレームといいますか、そういうものは自覚をした上でやりたいと思って、先

ほどもそのような答弁をさせていただきました。 

 日本が2050年までにゼロカーボン、脱炭素社会、あるいはカーボンニュートラルを目指すという

のは比較的日本一国としての実質ゼロということですからわかりやすいわけですけれども、それを、

例えばさらに岐阜県はゼロカーボンを目指す、あるいはそのうちのさらに郡上市はゼロカーボンを

目指すというときに、本当に誠実にその宣言に向き合ったときにどういう責任を負うのかというこ

とについて、先ほども申し上げましたように、いま少し勉強をさせていただきたいというふうに思

っております。 

 ただ、意気込みを語ればいいということであるならば、それはそれまでのことでありますし、そ

の宣言の価値もそれまでのことだというふうに思います。そういう意味で、少し勉強をさせていた

だきたいと思いますけれども、いずれにしろ、先ほども申し上げたように、郡上市、あるいはこれ

も属地的なのか属人的なのかよくわかりませんが、郡上市民が排出する温室効果ガスというものの

総量と、それから、郡上市で吸収できる、それを削減できる吸収源というようなこと、あるいはそ

の一定の期間の中で、しからば郡上市はどれだけの温室効果ガスの削減を目指すのかといったよう

なことについて、ある程度スタディーをしたほうがいいのではないかというふうには思っておりま

す。 

 ただ、意気込みだけで、そして、また日本全体のそういう方向性に、誠心誠意、精いっぱい協力

して努力しますというだけの宣言であるならば、それでも何らかのいろいろ政策的な支援をしてく

れるということはいいんですが、そこはそうすると、その次何をするかということについて、あま

りにも漠然としているんではないかというふうに思いますので、そうした片一方では、その中身を

私たちにしっかり認識をしながら宣言をすべきではないかと私自身は思っております。 

（11番議員挙手） 

○議長（山川直保君）  田中やすひさ君。 

○１１番（田中やすひさ君）  今、市長は温室効果ガスの、二酸化炭素の、カーボンの排出量とか吸

収量とかの部分に関して、しっかり郡上市内で精査してスタディーする、そのスタディーに基づい

て恐らく郡上市はどういう方向性で二酸化炭素、カーボンを減らしていくかということ、方向性を

見定めた上で宣言をしていくことが必要だというような答弁でしたけども、先ほど私が申し上げた

環境省のゼロカーボンシティを宣言された自治体に対する概算要求の支援の考え方とはどういうこ

とかと申し上げますと、先ほど申し上げたゼロカーボンシティ実現に向けた地域の気候変動対策基

盤整備事業というふうなお話を申し上げましたけど、それはどういう事業かと申しますと、これは
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まさに今、市長がおっしゃったような事業で、温室効果ガスの排出量や吸収量の実績を排出源や吸

収源ごとに示したものを環境省が提供していただけると。それで、自治体の気候変動対策や温室効

果ガス排出量等の現状把握、見える化を支援していくという、まさにこの事業なわけです。 

 市長がおっしゃっているこういうことを進めてからゼロカーボンを進めていきたいということで

はなくて、このゼロカーボンを宣言した自治体に対しては、そういうような、まさに市長がおっし

ゃったような方向性で環境省がしっかりとサポートしていただけるということですので、一度調べ

ていただいて郡上市の方向性を誤らないようにしていただきたいというふうに思います。 

 つまりどういうことかと申しますと、さらに次の質問に続いていきますが、先ほどの市長の答弁

ですと、郡上市でも吸収量と排出量を比べた場合に、広大な森林面積を有する郡上市ですら、まだ

排出のほうが大きい状態になっているということが先ほどの答弁でわかりましたが、郡上市でこう

いう状況ということは、日本全国で見渡すと、ほとんどの自治体は、今を見てみますと、排出量の

ほうが吸収量より大きいということが言えるというふうに思います。そうなった場合に、今でさえ、

国の環境譲与税なんかを例えば都市部、森林環境譲与税が一番もらえるのは横浜だという話があり

ましたし、人口も換算されますので、ほとんど森林がないところでも人口が多ければ森林環境譲与

税が投入されるという仕組みに現在はなっていると。 

 そんな中で、ゼロカーボンシティをこれからやっていくような自治体が増えていくとするならば、

そういった自治体こそ、どうやって森林の吸収と排出の実質的なゼロを目指していくかということ

に相当頭を悩まされると。現在でも森林環境譲与税の使い道に関しては非常に頭を悩まされている

というふうなことも聞いていますので、郡上市が今、ゼロカーボンシティを宣言して、郡上市に対

してしっかりと郡上市の森林に対して投資をしていただくスキーム、さらに再生エネルギーに対し

て投資をしていただけるようなスキームをしっかり作っていくと。そうすることが郡上市の森林吸

収量の増加につながり、排出量の削減につながると同時に、都市部の実質ゼロもそれによってかな

えられていくようなスキームができていくんじゃないかというふうに思っています。それを進めて

いくためにも、このスキームは非常に重要な、以前にも質問したのはオフセットクレジットとか、

そういったことにつながっていくような質問だというふうに思っていますが、郡上市が今、ゼロを

宣言することというのは非常に私は意味があると思いますし、そういったスキームも含めて考えな

がら、今環境問題を続けていくことが郡上市の先人に残していただいたこの森林の価値、山の価値

というものを本当の意味で、また、私たちが本当に再認識するというか、子どもたち、孫たちにつ

なげていける本当の財産だったんだということがみんな感じられる、そういうような社会を作るこ

とにつながっていくんじゃないかというふうに思っていますので、ぜひこのゼロカーボンについて

は一層の研究をしていただき、前向きに捉えていただいて、さらに郡上のチャンスにも、そういう

意味でのチャンスにもつながっていくんだということも考えながら、政策をぜひ進めていただきた
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いことをお願いしたいというふうに思います。 

 想定よりもしゃべりましたので、質問よりも私の思いをまずここで述べさせていただきましたの

でよろしくお願いをいたします。 

 次の質問に移りたいと思います。 

 次はテクノロジーのさらなる活用についてであります。 

 ＩＣＴに始まり、ドローン、今ではＭａａＳ、マースやＣＡＳＥ、ケースなどが医療や公共交通、

防災をはじめ、さまざまな社会科課題解決の手法として注目されています。一部では、ポリティク

スとテクノロジーを合わせたポリテックといった造語も生まれ、政治とテクノロジーは切っても切

り離せない関係は今後も加速していくと思われます。 

 本市でもスマート農業等で積極的に進められており、高鷲での大根の事例とか、また、一昨日の

中日新聞には白鳥町中西地区のトラクターの自動運転の体験会など、労働力不足や高齢化が進んで

いる分野でのテクノロジーの活用が進みつつあります。 

 ＩＣＴの活用でいえば、関市が公立保育園で保育士さんと保護者さんとの連絡帳や体調管理をア

プリを用いてクラウド上で行っていくということが発表をされました。これにより、従来から課題

になっている保育士さんの負担の軽減につながるとともに、今日の様子はどうだったかという写真

などで園での子どもの様子が保護者にはわかるため、そのサービスも向上するというものでありま

す。このように、今後はあらゆる部署、課において、テクノロジーの活用が必須になると考えます。

また、近隣の自治体では、一歩進めて新たなテクノロジーの産業集積を見据えた取り組みを戦略的

に行っているとの声も聞いております。 

 現在、市は情報化計画を進めておられますが、行政の内部の効率化がその主たる内容のように思

います。今後は全庁的に課題解決及び市民サービス向上のための取り組みをぜひ行っていただきた

いし、郡上のような中山間地域こそ本腰を入れて取り組むべき問題というふうに思っています。 

 翻って、現状は社会課題について行政職員の皆さんは非常に熟知されている一方で、テクノロ

ジーに熟知しているとは必ずしも言えない。さらに言うと、テクノロジーを熟知している方が社会

課題を必ずしも熟知しているとは限らないというような状況があって、私はそこに溝があるんじゃ

ないかというふうに思っています。 

 まずは、課題と技術が出会う場、テクノロジーによる社会課題解決のためのプラットフォームの

形成をして、その上で全庁的にこうしたテクノロジーの活用を進めていくことが非常に大切だとい

うふうに思いますが、お考えをお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（山川直保君）  市長 日置敏明君。 

○市長（日置敏明君）  お答えをいたしたいと思いますが、テクノロジー、技術というのは日進月歩

で進んでまいります。それを人間の生活、経済、いろんなものに有用に活用するということは非常
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に大切なことだというふうに思います。 

 ポリテックという言葉をお聞きをいたしまして、私、一番最初に思い出したのが、政治に、そう

いうＩＣＴ技術といいますか、そういうものを活用していけば、これまでの政治の仕組み、民主主

義というようなものも電子民主主義というような形で、さまざまな市民の、主権者の皆さんのいろ

んな意向を瞬時にして聞くことができるんじゃないかというようなことを唱えられた学者もおられ

て、そんなことも思いました。 

 しかし、例えばそうした技術を活用する場合には、やはり細心の注意をはらっていく必要も片一

方ではあるというふうに思います。そのことで思い出しますのは、2003年に行われました可児市に

おける市議会議員選挙の電子投票ということでございました。せっかくのそうした試みがシステム

ダウンによって思わぬ形で投票が滞って、多くの有権者が投票できなかった。２年後に名古屋高裁

で選挙無効の判決を受けたというような苦い経験もございました。 

 そういうこともありますので、こうした技術というものは、安全性であるとか、公正性であると

か、透明性であるとか、いろんな形でやっていかなきゃいけませんし、そうしたことに臆病であっ

てはいけないのかもしれません。 

 郡上もいろんな社会課題、産業上の課題とか、行政上の課題、そうしたものを抱えておりますが、

おっしゃるように、御指摘のとおり、職員は必ずしもテクノロジーには精通をしているわけではな

いということでありますので、御指摘のようにいろんな形で情報を収集する、あるいはそういった

ことの御存じの方に、いろんな形で接触をするという形で、少しでもいろんな郡上の直面している

課題がそうした技術の助けというものをもって解決ができるように、しっかり取り組んでまいりた

いと思います。 

（11番議員挙手） 

○議長（山川直保君）  田中やすひさ君。 

○１１番（田中やすひさ君）  例に出しました保護者の皆さんと保育園の先生との連絡帳なんかだと、

そんなに難しい技術は使いませんし、すぐにやろうと思えばできることですし、非常に市民の皆さ

んにとっても利便性が非常に高いですし、また、申し上げましたように保育士さんの負担軽減につ

ながりますし、保育士さんが子どもに向き合う時間もそれによってふえるというようなこともある

と思いますので、ぜひ幼稚園は教育委員会かもしれませんし、また、健康福祉部とも一緒に相談し

ながら、できることはすぐにやっていただければありがたいと思いますので、よろしくお願いをし

ます。 

 時間がありませんので大変恐縮ですが、これもまとめて質問をさせていただきます。済みません。

副市長と市長に質問をしています。よろしくお願いをいたします。 

 大きな３点目は行政改革についてでございます。 
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 市長は４期目の市政運営に当たられる最初の議会で、任期中の行財政改革については、合併に伴

う財政上の特例措置も平成30年度まで終わった今、老朽化した数多くの公共施設やインフラなどへ

の対応という異次元の新しい行財政上の挑戦が始まるとおっしゃっています。自分としてはすんな

りと腹に入るお言葉でした。異次元とは、まさに適切な言葉だというふうに感じました。 

 今、さらにコロナにより先が見通せない状況の中で、いかに財源を捻出していくかは全国的な自

治体の課題となっていると思います。 

 また、先ほど申し上げましたように、時代の変化に合わせて市民サービスの向上もまた行政改革

の使命でありますし、市民の税金の友好的な活用という意味でも、また、職員の負担軽減の意味で

も、コロナ禍はもともと必要であった行財政改革の必要性をさらに高めたといえると感じています。 

 市としても平成31年度に行財政改革大綱を刷新され、異次元への挑戦を進められようとしており

ますが、来年度予算においてどのようにこれが、行財政改革が来年度予算に反映されているのか、

副市長にまずお尋ねしたいと思いますし、また、日置市政も４期目を迎えられまして、これまで多

くの改革等をされてきました。組織改革も行ってこられました。振興事務所の本庁支所方式への改

革や市民協働センターの設置など、新たな組織の設置等も取り組まれてきました。ねらいどおりう

まくいっていくところもあろうかと思いますし、また、課題もそれぞれ見えてきている部分もあろ

うかと思います。 

 まさに時代の変化に応じて役割を新たに再提起していくなど、組織の機能面の見直しをする時期

に来ているんではないかというふうに思っていますが、市長のお考えをお聞かせ願いたいと思いま

す。済みません。時間がなくて恐縮です。 

○議長（山川直保君）  副市長 青木修君。 

○副市長（青木 修君）  時間がありませんので、予算編成にかかわって社会の変化にどう対応して

いくかという部分についてのみお答えをさせていただきたいと思います。 

 １つ目は、新型コロナウイルスの感染症に対応するための感染防止対策というのは当然やってい

かなければなりませんけれども、そのほかに、テレワーク、あるいはオートメーション、こういっ

た技術の活用なども含めた働き方改革についても指示をしておりますので、そのことについて触れ

ていきたいと。 

 それから、もう１点は、地域公民館、それから、地区公民館、こういった組織体制はこれからも

小さな拠点づくりについてつながってきますので、それについてもきちんと問題点を整理するよう

に指示がしてあります。 

 それから、もう１点は、市民協働センターの本来の役割について、これも幾つかの課題もありま

すので、その点についても整理をする。 

 それから、最後に市と郡上市観光連盟、それから、市と郡上市スポーツコミッション、こういっ
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たところとの組織との連携強化、こういったことについても進めていくということが大事だと思っ

ておりますので、改革に関して指示しているのは、このいくつかの点です。 

 以上です。 

○議長（山川直保君）  市長 日置敏明君。 

○市長（日置敏明君）  市そのものの組織としての本庁支所の問題、あるいは御指摘のありました市

民協働センター、あるいは産業振興のための支援センター、こうしたものについてのお尋ねであり

ますが、私もこの点については、組織というのは、当初、意図した形でミッションを与えて発足を

するわけですが、そのようなミッションをきちんと果たしているかどうかという検証と、それから、

もう一つは、組織というのは作ったあとに周囲の環境が変わりますから、そうすると、課題もおの

ずと変わるかもしれない。組織そのものは、当初はそういうことを予定していなかったことをその

組織は担うべきであるという点もあるというふうに思いますので、御指摘のような点については、

これは常に本来それをやりながら進んでいくべきものだと思いますが、ここで改めてそうした問題

を非常に大切な事項として、念頭に置いて、点検をしてまいりたいと思います。 

（11番議員挙手） 

○議長（山川直保君）  田中やすひさ君。 

○１１番（田中やすひさ君）  済みません。時間がなくて。答弁をしていただきましてありがとうご

ざいました。また、早口で申しわけありませんでした。 

 これで私の質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（山川直保君）  以上で田中やすひさ君の質問を終了いたします。 

 それでは、ここで暫時休憩をいたします。再開は１時50分を予定いたします。 

（午後 １時４０分）  

──────────────────────────────────────────── 

○議長（山川直保君）  休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

（午後 １時５０分）  

──────────────────────────────────────────── 

◇ 原   喜与美 君 

○議長（山川直保君）  ８番 原喜与美君の質問を許可いたします。 

 ８番 原喜与美君。 

○８番（原喜与美君）  それでは、議長より発言の許可をいただきましたので、通告に従いまして一

般質問をさせていただきます。 

 今回は２点についてお伺いをいたしますが、よろしくお願いをいたしたいと思います。 

 まず最初に、民俗資料を中心とした文化施設の利用状況と今後のあり方ということで、お伺いを
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いたしたいと思います。 

 市内には、市内各地の歴史や史跡、それに、いにしえからの文化風習を語る民俗資料などを収蔵

し、展示、紹介している施設が幾つかございます。 

 高鷲には、満州開拓にかける先人たちの苦難の道のりを紹介しました高鷲開拓記念館がございま

す。 

 また、白鳥には、白山振興とその文化を中心としました白山文化博物館がございます。 

 また、大和には、東氏の和歌を中心としました古今伝授の里フィールドミュージアムがございま

す。 

 八幡には、水と踊りの町を表現をされました郡上八幡博覧館がございます。 

 美並には、円空修行僧を中心とした美並ふるさと館がございます。 

 また、和良には、天然記念物のオオサンショウウオをメインとした和良歴史資料館がございます。 

 また、明宝には、明治より昭和にかけての地域の生活文化を紹介する、実に４万点を超える民俗

資料が展示されております明宝歴史民俗資料館がございます。 

 合併する前の旧７か町村に１か所ずつ代表すべき民俗資料などを紹介した施設があります。どの

施設もそれぞれ地域の特徴、また、特色を持ち、重要文化財やその地域の歴史民俗文化の資料が展

示してあり、先人たちの当時の生活と風情を知ることができる大切な展示施設であります。 

 このほかにも市内には類似しました施設が幾つかありますが、こうした施設を中心に、今回、お

伺いをいたしたいと思います。 

 これらの施設は、その地域限定の独特の展示物や展示内容であることがすばらしく、また、興味

深いものがございます。共通点としましては、地域の民俗資料などの展示がどの施設にもあるよう

でございます。これらの収蔵展示物は貴重なものが多く、後世へ継承していかなければならない歴

史的な史実や、また、重要な文化財であります。これほどの内容の展示をしてあることに感銘を受

けるとともに、本当にすばらしく感じ、また、地元の誇りとしております。 

 そこで思うことでございますが、これほどの施設でありながら、実は入館者数の少ないことであ

ります。八幡の博覧館を除けば、１日の入館者数が10人を下回る、少ないところでは、二、三名と

いうふうな状況と聞いております。これだけの資料を集め展示しながら、入館者の方が少ないとい

うのは、あまりにも残念でなりません。市民の皆さんで一度も入館されたことがないという方もあ

るのではと思われます。せっかくの貴重な資料も、見ていただけなければ意味がなく、まさに宝の

持ち腐れということになりかねません。 

 市外の方々にも来場してもらうことは大切なことでありますが、せっかくですし、市内の方々に

見ていただき、郷土の歴史や文化に触れていただきたい、そのように思うわけでございます。 

 学校の教材としてもすばらしいものがあり、既に実施をしてみえると思いますが、小中学校のと
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きに少なくとも一度は入館をさせて見学をさせるということが必要と思われます。 

 これらの件につきましては、実は平成29年６月の議会で７番議員が同様の質問をされておられま

すので、その後の状況を踏まえてお伺いをいたしたいと思っております。 

 市としては、これまでにもいろいろな対策を講じられてこられたと思いますが、まずは１人でも

多く、私はまず市民の皆さんにも見ていただきたい、かように思うわけでございます。 

 どの施設も、申し上げましたように、ふるさとの歴史文化を知る上では貴重な展示ばかりであり

ます。施設を巡るスタンプラリーや、または郡上学でも施設めぐりはされておろうかと思いますが、

ふるさとの歴史文化を知ろうと題して市民サービスデーを設け、もし何でしたら無料での見学会な

ど、そうした対策も講じていただきまして、入館者の増大を図ってもらいたい、そのように考えま

すが、現状での対策はどのようにお考えかお伺いをまずいたします。よろしくお願いをいたします。 

○議長（山川直保君）  原喜与美君の質問に答弁を求めます。 

 教育次長 佃良之君。 

○教育次長（佃 良之君）  それではお答えをさせていただきたいと思います。 

 初めに、市内の文化施設、いわゆる博物館等でございますが、この活用状況について回答をさせ

ていただきます。 

 まず、小中学校の利用状況についてでございますが、市内全ての学校で社会科学習やふるさと学

習において、議員が御紹介されたような地元の文化施設を訪れたり、また、学校によっては、地域

をまたぎまして市内の文化施設を訪れて学習に活用をしております。 

 小学校の社会科では、主に３年生の昔の暮らし、あるいは昔の道具についての学習で活用したり、

民俗資料についても、手に取ってその使い方などを学習しています。また、小中学校のふるさと学

習では、郡上や地域の歴史の学習などでこれらの施設を活用をしております。 

 ちなみに、児童生徒の授業での文化施設、商工観光部所管の郡上八幡博覧館も含みますけれども、

その利用状況をちょっと調べてみました。把握できている範囲で確認しましたところ、本年度は新

型コロナウイルス感染症の影響もございまして例年よりは少ない状況でありますけれども、平成30

年度から本年度の３か年に、小中合わせて延べ約2,400人が利用しております。うち、昨年度、令

和元年度は、小中合わせて約1,050人という利用になっておりまして、３年間では最も多い状況と

なっております。 

 今後も可能な限り学習の中でこれらの施設を有効に活用してまいりたいと思います。 

 それから、教育委員会のほうでもいろいろ行っておりますが、教育委員会が主催する放課後子ど

も教室、これは主に土曜日に開催をしておりますけれども、この放課後子ども教室でも次のよう施

設を活用しております。 

 例えば平成29年度は「ひるがの高原湿原トレッキングと開拓の歴史」というテーマで、高鷲開拓
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記念館を訪れました。それから、「作ってみよう延年の花」というテーマの学習の中では、白山文

化博物館を訪れました。また、子ども鮎講座「郡上の鮎はなぜおいしいの？」、こういう講座では、

和良歴史資料館を訪れました。 

 平成30年度は、ちょうど明治150年ということに当たりまして、「明治探検！八幡城下ウォーク

ラリー」ということで、郡上市歴史資料館ですとか、郡上八幡楽藝館を訪れました。 

 昨年度は、「観光列車ながらに乗ろう！」ということで、行先の１つとしまして、白山文化博物

館を訪れさせてきました。 

 また、この放課後子ども教室では、郡上の自然、産業、文化、歴史について体験を通して学ぶこ

とを目的としておりまして、郡上かるたを活用して学んでおります。このことから、今後はかるた

の読み札に出てまいります篠脇城跡と古今伝授の里フィールドミュージアムの組み合わせ、あるい

は星宮神社と美並ふるさと館という組み合わせによる見学も計画をしております。 

 次に、一般の方に向けてですけれども、まず、教育委員会の所管する文化施設をお値打ちに利用

していただける年間パスポート券というものがございます。これは広く紹介をしていきたいと思い

ますが、１枚1,000円で年間、どの施設も何遍も入っていただけるわけでございますけれども、ま

だ販売枚数が多くありませんので、市民の皆さんや市外の方にもぜひ知っていただくように、広報

誌ですとか、ホームページなどを活用して販売促進のための周知を行ってまいりたいと思います。 

 また、市民の皆さんを対象としたサービスデーとしまして、文化の日には施設の無料開放を行っ

ております。今年は新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点もありまして、例年行われている県

下一斉での周知への参画ですとか、市独自で行っております郡上ケーブルテレビでの文字放送によ

るお知らせができませんでしたけれども、今後は市民の皆さんに利用していただけるように、さら

にＰＲの強化に努めてまいりたいと思っております。 

 市内の文化施設につきましては、それぞれ旧町村当時からの地域の特色を生かした施設となって

おりまして、その中で企画展や講座を開催したり、あるいは文化財保護協会が中心となった資料の

活用や学習会なども行われております。 

 教育委員会としましては、魅力ある施設として、入館していただく方が増えるように各施設の

テーマに沿った企画展、講座やイベント等の開催、各施設を回るスタンプラリーなど体験交流型の

事業を計画したり、各施設が相互に連携した積極的なＰＲを行い、重点事業としまして、１人でも

多くの方に入館していただけるように努めてまいりたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

（８番議員挙手） 

○議長（山川直保君）  原喜与美君。 

○８番（原喜与美君）  御答弁ありがとうございました。 

 いろいろな施策を講じておられるということでうれしく思っておりますが、今、お話もございま
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した年間パスポート等につきましては、もっと宣伝をしていただければありがたいと思いますが、

よろしくお願いをいたしたいと思います。 

 それでは、次の質問に入りますが、次に、これらの施設の将来的な展望、この将来的というのは

遠い将来ということでお考えいただきたいと思うんですが、その対策についてお伺いをいたします。 

 当面は、今、お話がありましたように、せっかくの施設でございますので入館者数の増加対策に

強化していただきまして、１人でも多くの市民の皆さんや観光客の皆様方に見てもらう対策を検討

していただくということでよろしくお願いをしたいと思います。 

 どの施設も、何度も申し上げますが、その地域の特性と特徴を兼ね備えた施設であり、それぞれ

趣もあり、失いたくないものばかりでございます。その地域の特徴は残しておくべきということを

思いますが、先ほど申し上げましたように、私は遠い将来を見据えたとき、今後の人口減少などを

考え、全ての公共施設にこれは言えることでございますが、今回、取り上げる類似の施設も含めま

して、文化的展示施設についても、ある程度集約をするのが必要ではなかろうかと。集約をして保

管管理と展示を行うことが理想と思います。郡上は１つでありますから、類似施設を含め、全てを

分別、調整して、市内の一、二か所にできれば集約し展示する方策へと転換していかなければとい

うことを思います。 

 市の公共施設適正配置計画が今年の４月にまとめられました。このつづりでございますが、この

中に、これらの施設の将来計画も事細かに詳細にわたって、調査、計画が立てられております。関

係者の皆さんの御努力に感謝をするところでございますが、まずはこの計画に基づいて進めていた

だくことはもちろんでありますが、先ほどもおっしゃいましたように、類似施設も含めまして、同

系列──同系列というのは同じようなものということなんですが、その内容や資料は早めに集約し、

地域の独特な特性、特徴を持ったものについても、順次、分類調整を行って集約し、内容に説明を

加えて展示することとして、常時展示する必要のないものは収蔵庫への収納ということも検討をし、

同種類の資料、物品等については、選別または整理することによって、展示スペースの確保や入館

者の興味をひくような展示方法などに考慮すべきと考えるわけでございます。 

 展示物の中には、歴史的な価値の高いものや重要文化財など、極めて貴重なものなど、いろいろ

な特徴がありますので、とりわけ歴史的評価の高い資料や重要文化財などにつきましては、かけが

えのない資料でございますので、文化財保護に関する法に従って、しっかり保存を目的として将来

へ引き継いでいくべきと考えます。 

 適正配置計画の中で生じる、いわゆる各種の空き施設も出てこようかと思います。そういった施

設の有効利用も考慮し、展示にこだわらず、保管、保存ということも検討の１つとして整備をして

いただきたいというふうに思います。 

 市のこの適正配置計画でございますが、この計画の中には、この施設につきましては、令和10年
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までのいわゆる10年間の計画でございます。それ以上の長期的な観点はまだ見据えておみえになら

んということでございますが、私は最終的には目標というのも一応検討をし、その最終的な目標に

向かって、順次、作業を進める必要があるということで、長期的という言葉を申し上げておるとこ

ろでございますが、国や県などの重要文化財につきましては、特に市内の一、二か所に集約して、

そして、法に沿った内容での施設での展示が必要であり、こうした件につきましては、先ほど申し

上げました７番議員が質問をされておりまして、市のほうからも答弁もそのときにお聞きはいたし

ております。 

 この適正配置計画の中では、継続または検討をするという表現でございまして、具体的な表現は

まだ載っておりません。長期的展望に至ったとき、最終的な目標を見据えた上でどのように進めて

いかれるのかお聞きをいたしたいと思いますが、よろしくお願いをいたします。 

○議長（山川直保君）  教育次長 佃良之君。 

○教育次長（佃 良之君）  それではお答えをさせていただきます。 

 郡上市公共施設適正配置計画では、文化施設、博物館施設等でございますけれども、その説明の

中で、郡上市の歴史遺産、郷土の歴史民俗等を後世に引き継ぐ役割は行政の使命であることから、

基本的には博物館と施設は継続するとされています。また、施設の安全性、必要性、有効性と管理

運営の効率性の視点からの検証により、それぞれその機能と施設──建物ですが、その建物自体に

ついて、先ほど議員がおっしゃいましたような継続、移転、廃止の方針が定められております。 

 そして、施設については、計画に定めるスケジュールに基づいて、それぞれの方針をもとにした

個別保全計画の策定や収蔵資料の方向性について、令和３年度をめどとして検討を進めております。

このような中で、各地域の代表的な文化施設はこれからも地域の活性化の拠点の１つであるべきと

考えております。 

 先ほど議員の御紹介された施設のことも少し触れさせていただきますが、例えば八幡町では郡上

市歴史資料館は市全体の資料収集及び調査研究の拠点、それから、郡上八幡楽藝館は文化芸術の発

信拠点、郡上八幡まちなみ交流館は郡上八幡の町なみや郡上八幡北町伝統的建造物群保存地区を紹

介する拠点施設であります。 

 大和町の古今伝授の里フィールドミュージアムは東氏の歴史文化を紹介する重要な施設であり、

今後は東氏入部800年、古今伝授550年の節目の記念事業の推進ですとか、発掘調査が進んでおりま

す篠脇城跡の学術的価値を紹介する上でも重要な施設として捉えております。 

 白鳥町の白山文化博物館、白山瀧宝殿は、白山文化のすばらしさを紹介し、加えて白鳥町北部地

域を巡る拠点である施設であるとともに、あゆパークと連携して、長良川の自然や白山ユネスコエ

コパークを紹介し、この地域に多くの人々が訪れるための情報発信を行う施設を目指しております。 

 全ての施設について申し上げたわけではございませんが、それぞれの文化施設は地域の特色をあ
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らわし、地域を紹介する中心的な施設となりますので、多くの皆さんに触れていただけるよう、最

初の御質問に対する回答の中でも申し上げましたように、魅力アップに努めてまいりたいと考えま

す。 

 原議員からは今後の文化施設の長期的な展望に立って文化施設の集約をという御提案でございま

すが、冒頭に申しましたように、今後、公共施設適正配置計画の方針とスケジュールに基づく検討

を進めるに当たりまして、それぞれの文化施設の地域活性化の拠点としての活用性ですとか、その

土地にあってこそ価値があるという場合もありますので、そういうことも踏まえた上での施設のあ

り方、また、資料等の整理と集約、活用方法についての検討を進めていきたいと考えております。 

 なお、資料等の整理や集約に当たりましては、学校施設等の公共施設の見直しに合わせ、施設の

効率的な運用を考慮した上での活用ができないか、市民の皆さんの御意見も聞きながら検討してま

いりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

（８番議員挙手） 

○議長（山川直保君）  原喜与美君。 

○８番（原喜与美君）  ありがとうございました。いろいろと施策を講じていただけるということで

安心をいたしました。 

 私が特にお伺いしたかったのは、御答弁にもありましたが、あまりにも似たような施設が市内に

幾つかあるということで、特に歴史につきましては、郡上の歴史は１つでございますので、観光客

の皆さんに見ていただくとなると、ある程度集約して、そこで１か所で見ていただけるというよう

なことも将来的には検討していただきたいというような意味から御質問をさせていただきましたが、

そうした検討をされておられるということで、今後ともよろしくお願いを申し上げまして、この問

題、質問につきましては終わらせていただきます。 

 次に、特別天然記念物、「石徹白のスギ」の登り口の石段の損傷に伴う対策についてでございま

す。 

 国の特別天然記念物であります「石徹白のスギ」が、石徹白の中居神社より林道を７キロほど登

った先に駐車場がありますが、その駐車場より銚子ヶ峰、また、別山を経由して白山へ登るいにし

えの白山登山道、美濃禅定道でございますが、この登り口がございまして、その登り口を上がった

ところに天然記念物の杉がございます。 

 その駐車場から伸びております登山道の登り口から杉までの間が420段の石段となっております。

勾配もかなり急なことから、石段でなければ登れない状況でございまして、この石段は相当以前よ

り設置をされているようでございまして、経年劣化もあらわれております。私の記憶でございます

が、50年ほど前は別ルートでつづら折りの登山道がつけられていたことを思い出します。したがっ

て、この石段はその後に作られたと思いますので、相当年数も経過しているのではないかというふ
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うに思われます。 

 私は実は県の委嘱を受けまして、「石徹白のスギ」の巡回を行っております。巡回でこの石段を

毎月登っておるんですが、そこで気づきましたのが、今、申し上げました石段の損傷のことでござ

います。この石段の損傷はもう数年前より既に始まっておりまして、当初は石徹白地区の清掃登山、

これは大杉を経由いたしまして銚子ヶ峰まで行く登山道の草刈り作業ということですが、その清掃

登山が毎年行われておりました。その際に私も参加をさせていただきまして、石段を直したことが

あるんですが、その後は全く手がつけられなくなり、現在は損傷箇所も増え、荒れ放題となってお

ります。 

 地元の方々に相談をいたしましたが、あの地域は国立公園内であります。そういうことから、関

係機関の厳しい規制もあり、また、予算的にもなかなか大変だということで、地元としては修繕の

予定はされておられないようでございます。したがって、損傷はひどくなる一方で、危険な箇所も

目につくようになりました。 

 私も自身の立場から、県にもその報告をいたしておりますが、明確な返答はありません。私はこ

の損傷箇所の修繕もさることながら、「石徹白のスギ」を見物に来られる観光客の方や、また、登

山者が多数見えます。この方々がこの石段を登っておられるわけでございますが、万一、観光客の

皆さんや登山者でけがをされた場合の、それを心配をしておるわけでございます。けがが軽傷で済

めば心配はないかもしれませんが、重傷者が出て大変な事態が発生した場合に、そういう場合を想

定しますと、本当に心配でなりません。 

 国立公園内であることと白山登山道の南縦走路でもあり、先ほど申し上げました美濃禅定道とし

ての位置づけがなされておりますので、自然公園法では国立公園は国の管理下となっているようで

あります。私は、国の管理下ということではございますが、この石段が市内に位置することから、

市としてのすべきことはあるのではないかということで心配をし、その対策につきましてお伺いを

するわけでございますが、よろしくお願いをいたしたいと思います。 

○議長（山川直保君）  商工観光部長 可児俊行君。 

○商工観光部長（可児俊行君）  それではお答えをさせていただきます。 

 白山国立公園内にある登山道、白山南山稜線、美濃禅定道は岐阜県が管理する施設でありまして、

議員が言われましたように、その登山道は白鳥町石徹白の登山道入り口から銚子ヶ峰を超えて高山

市荘川の三ノ峰までの総延長約8.5キロでございます。 

 現在の登山道は、県の自然公園施設整備台帳によりますと、昭和42年、43年度にどうも新設をさ

れたようでありまして、その後、平成３年度に登山道の入り口から「石徹白のスギ」までを当時の

白鳥町が石段、石畳に整備し、現在に至っているようでございます。 

 あの登山道の入り口には、白山自然保護管理事務所によって登山者等のカウンターが設置をされ
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ておりまして、そのカウント数は毎年2,000回以上をカウントするというように、多くの方がこの

登山道を利用されておられます。 

 登山道の維持管理につきましては、昭和52年に県と当時の白鳥町が管理委託契約を交わしており

まして、現在は市が石徹白自治会にパトロールや草刈り、そして、ごみ拾い、倒木伐採や簡易補修

などの管理を委託しているところでございます。 

 登山道の修繕につきましては、今、申し上げました維持管理の委託範囲内でできるものは実施を

しているわけですが、それ以外の、なかなか修繕ができないというものにつきましては、管理する

国、県が実施をしておりまして、昨年度、改修が完了しました白川村の平瀬の登山道でございます

が、こちらのほうは国が管理する登山道であるということで、環境省が県に工事を委任し、５年計

画で完成されております。 

 御指摘の石段の損傷につきましては、管理者である県に既に報告を行っているところでございま

す。そうしまして、修繕の規模やその内容等について、県の来年の予算の範囲内において実施がで

きるかどうか、今、調整中でございます。 

 また、市としましては、現在の状況を利用者に知らせるために、石段に損傷がある旨を登山道の

入り口付近に掲示をいたしまして、注意喚起を行っているところでございます。 

 市内に位置するこの白山南山稜線、美濃禅定道は郡上市から白山へ登山道として重要な施設であ

ります。このことから、毎年、環境省と県、石徹白自治会及び市の各関係者による白山国立公園岐

阜県石徹白地区地域連絡会が年に２回、この郡上市で開催されております。その中で、修繕要望や

管理の課題などの検討をしているというところでございます。 

 今後におきましても、関係機関と連携を密にいたしまして、登山道の環境保全、そして、安全維

持等に努めてまいりたいというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

（８番議員挙手） 

○議長（山川直保君）  原喜与美君。 

○８番（原喜与美君）  御答弁ありがとうございました。 

 県の管理下ということでございまして、市としての管理の責任はないかもしれませんが、今、部

長の答弁にもございましたように、市内にあるところでございますので、市としてのやるべきこと

だけはしっかりと行っておいてほしいということで、よろしくお願いを申し上げまして、この質問

を終わらせていただきます。 

 少し時間を残しましたが、私の質問はこれで終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（山川直保君）  以上で、原喜与美君の質問を終了いたします。 

──────────────────────────────────────────── 

    ◎散会の宣告   



－１１７－ 

○議長（山川直保君）  これで本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日はこれで散会といたします。御苦労さまでした。 

（午後 ２時２２分）  



－１１８－ 
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